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時 の 言 葉 観 光 施 設 の 促 進

平和文化圏家を標楊した日本が、いち早くとり上げたものに観光施設の計画があったが

その後どうしたものか一向に費現していないよラである。どんな事情で捗らないのか、そ

の関係者の設明を求めたい。

一概に観光施設とはいうものの、計画の規模、内容に至つては種々あろう。康く日本国

土をみわたして圏土計画のー還の中に織込む性質のものもあれば、或は部分的に小観光都

市百体の護展策どして計画されるものがある。事匡域とは別に海路、鑑蓮等その附帯事業

として計画されること嘗然である。更に観光施設をそのま L 濁立した事業として企業経営'

することも認められてい九

何れの立場からするにしても、今日それが余り推進されていないというのは→本どこに

原因があるのであろうか。

直接の支障として、資金難とか、資材難とか一腹考へられるが、更につ L こんで、観光

事業の性質そのものが他の生産事業に比ベて後廻しということに考へられていることはな

いであろうか。

若しそうであるとすれば今一歩検討す石必要がある。即ち、観光施設なるものは成る程

品物を製造する場所ではないが、そうかといってこれが直に必需施設でないとは断じ切れ

ないのである。小さくみても生産活動の能率の中には必ず休養が含まれ、レクリエーシヨ

ンが伴うことは嘗然であって、こ L に観光施設が封圏内的に最も有効に利用され得る立場

がある。

それから封圏内的のことは外貨獲得の手段として今更説明を要しない常識であるが、従ー

ってこれまた生産につながるものである。

斯くの如く、観光施設はどしどし責現するよう促進されてよいが、そこにまた促進機関

の正しい組織の構成と、計画に童話する安営な判断とが必要であろう。

仮りにも利己的な悪質事業家のはびこることは、明るい日本の観光施設促進のために最

戒すべきことである。
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雑 感

工場地帯の殺伐な地域に建築される建物なc で、全体の! 感じを明

るく筒繁なも c にする事に意を用い 、近い月守衆に附近を線化し各径

運動場を設ける計画な C で、建物全体が之等@ 計画にマッチする様

に考えられている。

建物。使用目的が外聞船員。宿泊所にあてられるためな@ で、観

光ホテル式の濠望書さはたいが、 ζ れでもー感。形式は盤えてお P 、

ダンスパーテイ@ ために、最土交E藍と談話室。仕切を折4 扉にして一

室として大きく使える様にしである。外倒人。よ〈やるヌキヤキパ

ーテイ C ために、純日本間もニ室取ってあって、とれ等の希望にも

if!l える様にしてある。暖房、衛生毒事附帯設備も概ね完備し、戦後に

建築したものとしては一腹象ったものと言う事が出来る。



設 計 栂 要

位 置 大阪市北区樋橋

設 計 施 工 株 式 合 経 竹 中 工 若 者 l苫

設 計 担 [ 宮 小 川 豆 、 奥 井 三 郎

改 主 主 面 積 廷 l OC. 50平方米

! 日富士喫茶庖を改造して百本交湿公証士@イシフオーメイジヨ

Y 及び放行者v 1ihv わらゆるサーピス、ナなはち化粧室、メヲ

センヂアーサーピヌ、手口室oi 霞泊室、駆飲食、及び曾員制度。

グ ラ プ ツ - ! J A トC ロウンヂパーを階上に持って震る。

我々はあの軒並の俗悪建築を一掃してよ P 智的なるも@ にと

。念願から C 試作でもある。
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観光防車なる物見遊山ではなくして、元来異園

の風物慣習を，撃問する篤の旗行である。観光事業

身分って関際観光事業と圏内観光事業のこつとす

るが、爾者は判然と区別さるべきであるが、その

一部は共通したととろもある。関際親光事業ぽ外

客を誘致し、圏内で消費そして貰うのだから、外

貨を獲得する立浪主主産業になる器で、此の意味か

ら園際観光事業は「見えぎる轍出」と言けれる。

観光事業の達成- l : ' 閉する矯には三つの要素が具

備され友ければ友らない。それば

1、 観光資源、の保有

2、 観光施設の整備

3、 園民の!司際教養

であって、観光資源と悶ー自然の風致、古文化財、

近代文化財など鑑賞の目的物であれ観光施設の

整備は外客の受入れ体制であって、交;遁盈、宿宿.iJ伯f怜向

娯築、リクリエーシヨヘ 衛 生焚備ま どの諸施変

ぞいう。園民の間際毅喪とは闘際的なエチナット

を心得て外客- l : ' 接過し得る市民叉l玄関民の教養- l : '

意味する。 か ような諸膝件が満たされなくては、

高文化/ . 1 < . 準園から杖主主曳く外客に満足- l : ' 輿える観

光産業にはなり得ないのであって、その一つが訣

12 

けていても観光事業は満足に成立たないものだと

いうととそ認識しなくて仕え主らぬ。

然ら t ( 白本観光問題は r 雪であるかというに、

順序ぞかえて結論- l : ' 先きにすれば日本の圏際観光

事業は日本復興の震の重要な産業であれ現に漸

次好l簿の曙光之官見せつ〉ある前途洋々たる産業で

あミ5 というととである。敗鞍 4 年余の歳月; a 経過

して今向吐舎情勢海頓? とる現棋は誠に遺憾でまうる

が、幸梢々落つきそ見せんとしつお遣うることは日

本 の 将来ＷＮ･考ｾＭｃ買ーに喜ばしい。経済自立と言い

日本復興と言い、文化圏家の建設と言い、口に唱

え易〈笹現容易な らぎる ものl > るは云うまでもな

い。 しかも我園は: 殻前と雄 も永 年草食入超過園であ

って、第一次世界戦争営時の 4 ヶ年と、その後2

ヶ年が輸 出超過であったがそれも極めて徴々たる

I主度であ。? と。此閣際牧支の不均衡を補っていた

貿易外牧入の大宗は、 海運と親光の二産業であっ

たととそ想起しなくてはならぬ。即ち海運業によ

って約 2 億園、観光事業によって約 1億閣の外貨

の獲得そしていたのが遁去の賓績なのである。

然るに戦後の今日は海運の事業要素たる商m皆既

の壊誠的打撃は、海上総選力戦前の僅に 1 割強に



轄落してしまったばかりでなし産業及び総出貿

易ま? と意の如くならづ九従って海 運、 貿易、産業

何れも米? さ放復にはほど渥きそ思け しめるのfさか

ら、観光産業が此際フートラ 4 トJ;e浴びて華々し

〈櫓舞台に登上して来たととは極めて常然のこと

でるって、寧ろその認識の不足 と積極性が見られ

なかったととそ不可解と言はねばならぬ。第一次

世界戦争直後、調イ弗伊等が観光事業会強化し? と寓

t亡、極度に疲弊した閤カ放 復 J;e著しく速からしの

た事変はわれら の記憶に米だ新たなるものがある

のみ主主らす九今次の大戦争後と雄 も英、側、伊等

は政府の積極政策の下に外客誘致に大室となって

いるととはまさに他山の石と 雪: ' 1 ・ねばならぬ。然

るに我園では政府始め→支閣民の観光産業J;e理 解

する もの極めて乏しく、一部の之そ強調する人士

の言に耳を傾ける者もない というのが今日までの

賓扶ァεあったのである。ところが最近来朝し? とグ

才 J レヒーズ米園陸軍次官が、 i議員閣 との懇談合席

上に於て、結舶問題及び人日問題に闘する質問に

射して、われわれが期待するが如き解答を奥えな

かったが、日本側から質問も出さなかった親光に

闘して、 「日本廿何故観光事業によって外貨の獲

得を計らないのか。交通、宿泊などの受入れ休制

そ今少しく整備するならば、観光客はいくらでも

詮つであけよう。」と護言したととから、観光事

業重要なりという昼祭に中央が蜜りつおあること

は遅まきながら結葬なととである。ことに も定見

なき日本人式そ遺憾な くE暴露してい るのはおかし

い話だが、それはさておき本年 7 月末までに日本

そ訪れた外客は昨年 1 ヶ年の外客数を造に超過し

外貨牧入r . t 15億数千万国 lて遼し、昨年の 1 ク年 9

億 3 千万固に比して著しい激増振りであるととは

注目に値する。恐らく本年末まで t亡は三十億闇の

外貨牧入になるというのが今日の激想である。

昨 年 1 ナ年に米関人が米園以外の地て棺焚した

金額は 8 億 5 千万弗と報せ4 られているが、もしそ

の 1 割 8 千 5 百万弗そ 日本に獲得するものとすれ

ば、邦貨 3 百億図余の外貨の獲得となる誇だから

観光受入れ体制の整備に相賞多額の資金そ投じて

も、必ヂ; 5 年乃至10年には戻って来るものと考え

て差支えない。かく観じ来るとき日本の観光事業

り前途に輝しいものがあると言はねばならぬが、

困ったととには中闘が今宵内等ii'J;e績けて図j伏安定

に至らないととである. というのは東洋に杖を曳

〈外人は日本と中園とそ観光して行とうと希望す

る者が多いからである. 東洋趣味そ味う物珍らし

さけ所謂好奇心そ呼んで、米圏西海岸にぽ日本え

の観光希望者が相営数押しかけているとも聞いて

いる。ただ日本の受入れ体制が問題になっている

というの友らば、その整備に闇家が相嘗の資本そ

投- t . ること除決して無駄ではないのである。

殊に外容が日本に滞在する日教を考慮、に入れて

受入れ体制 t宮重鮪的に解決整備して行くべきであ

ると思うが、帝都及び富士右中心とする関東観光

地域と、京都を中心とする京都、奈良、滋賀の関

西観光地域とそ先づ設定して、此爾地域に大規模

な硯光施設J;e設けることが最も累念のととてるる

内地観光も閣民のリクリエーシヨンの意味で園際

観光と一服相通歩・るものがあるが、今の場合園際

観光に蓮ｾを持つ程度に止めて置いて、順次設備

J;e整えるのが良策でaうろう。虫の良い話ではある

がとれらの観光施て受注、外資ぞ以て完備するとと

はー居笠ましいけれ r もそれは中々六ク敷いとと

であろう 。閣際観光事業である以上、世界各閣の

人々が日本そ観光するに不便と不自由を感じない

だけの準備が必要であることは言うまでもない。

此意味に於て現在観光客を案内してその賓務に営

っている人々の; 窓見そ軍事室すべきであれ郷土愛

の濡にわれもこ h もと別々に施設をしようと要求

するととは時期尚早の感が b る。そこア所謂重鞘

主識に恐いて喫緊そ要する地域密指定し、その整

備に全力右傾注するそ得策と考える 。一家の玄関

客問符是非共奇麗にして置かねばなら 友いし、長

逗留には離れ座肢も浴室までも美しいのが必要7さ

つが、日本としての観光事業にもとれと同様のとと

が言えると思う。

情日本の観光問題に就いて考えられるととは、

観光施設の設備がたとえ二地域に止まるとしても

少〈とも此地域は文化の高い人々を接遇する必要

から、世代文化的在備にたれわれわれもそれに

均揺することが出来るので、園廷が高い文化施設

J;e知り旦閤際人としての素質や必要保件がどんな

ものかというととそ認識する機舎が輿えられもま

たこれが矯自然閣際親善に寄興するとと少くない
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の で あ る 。 同 時 に 世 界 の 人 々 の 作 法 や 趣 味 や 心 持

ち そ 知 る と と に よ っ て酎;和 の 精紳 が婚はれるから

一 つ の 世 界 を 建 設 す る 上 に も 役 立 つ で あ ろ う 。 そ

; / ' L と共に園民の数養が向ムされるととにもなる。

園 民 の 示 す 親 切 な 感 接 が 如 何 に 観 光 客 に 好 印 象 ぞ

奥 え る かt九 欧 米 放 行 の 際 経 験 し た 幾 多 の 人 の よ

く知るところである。 武 器を棄て? と卒和日本の国

民 は 飽 く ま で も 国 際 親 善 の 強 化 を 計 九 文 化 の 交

流 と 言 う よ り も 文 化 の 移 殖 を 待 た ね ば な ら な い の

で あ る 。 此 殿 よ り 省 て も世界の 園 々 の 人 が 日 本 に

杖 を 曳 く と と は 、 首 接 間 接 日 本 に 近 代 文 化 を 鷲 ら

ものと考えても差支え ｴｾ 、。

か よ う に 考 え て 来 る と き 、 閤 際 観 光 産 業 は 日 本

の活きる道、復興; a 速からしめるという一石二鳥

の 有 利 に し て 意 義 深 き 産 業 で る る と と そ 、 政 府 要

路 も 園 民 も 今 少 し 〈 理 解 し て ほ し い の で あ る . も

桐 の 話

汽 E撃で拾った話一一

グーの闘え樹材を買いに行って衆ましたが、品物がな

くな P ましたナー。イ z 下駄材じゃありません。下駄材

ならい〈らでもあ P ますが、手' Lroは板材でナ。別にJ a 笥

は作っていません。板にして、エーそうです。板c まふ

で扱っています。金席。中 の拍斗は絶針桐でなくっちゃ

駄目ですからね。験災で津山焼けましたから桐材はいく

らあっても足 P ません。グ

11 桐は早いですからキー。 J 5年すればもう板にな P ま

す 。 ＲＰ 年もしたら立ｾなも ｣ にな りまナ 。ですからよ〈

いうでしょう、回舎で女c 子が生れたら柄。木を植えて

縁入ＡＧｉ ｲｯ ときｾ笥を作るって、それはほんとうですよ。

待訴建築@J ) 金物

品 @ ＱＶ 才工 ｏＮｊ 額ドアイ｜ｾｾｾＭ
= も l 工 場 、 師 、 わ ー ジ 屍

，¥御使用管関誌Jあ心

/、 代 22遊金物株式曾社

fl 圏内力 Z 岡AZお社

長 ｾｬ 安定長天白山品

14 

し 前 述 の 東 西 二 大国 際 観光 闘 に 封 し、各々 2 百 億

闘の資本; a 投1 " ' - るとしても決じて無益でけないの

で あ っ て 、 そ の 投 下 資 本 は 必 歩 数 年 に し て 取 か え

し得るし、そ の 他 に 幾 多 の利 益 そ 期 待 し得 る の だ

から、此上ー屠毘倉1 / に観光産業の強化と積極的活

動 の 篤 花 園 民 が 最 善 の 努 力 そ す る こ と が 此 際 特 に

ミぎましい。それが日本復興の唯一の捷径であると

と を 資 詮 さ れ る 時 期 も 速 く な い と 思 わ れ る 。 即 ち

日 本 観 光 問 題 同 政 府 、 闘 民 が 認 識 を 新 に し て 積 極

的 に 乗 b 出 す べ き 産 業 で 、 決 し て 背 の よ う な 古 い

考 え で は 左 い 日 本 再 建 の 最 良 な る 閤 策 と し て 取

上 け ら る べ き 産 業 で あ れ 同 時 に そ の 成 果 に 白 魔

ま し い も の を 期 待 す る こ と が 出 来 る .

( 24- 10 - 12) 

〈筆 者 諸 軒 並 全 日 本 叡 光 連 盟 常 滋 理 事 〉

惨入! ' I ro1証笥ができるばか P でな 〈、海山植えておけば

そc 木を使って嫁入り o 仕度ができまサー。しかし基金

を作るつもりで事校や紳鮭c 境内によ く植え ますが、あ

れは板にな P ません。子供たちが怒厳するもんですから

傷が木C 中に残っていて駄目です。勿論下駄にはなりま

すがネー o 11 

グよく畑@陸に柄を植えてる C を見かけますが、マー

外に植えるととろがないからでしょうが、: 畑C ためにも

よ〈ありませんが、木ro1とめにもよくあ P ません。柄。

葉っぱはど覚。湿 り大き い上に繁るもんですから 、t関を

完全に日 Eまにしてしまって作物ができません。それにひ

きかえ木の方は自省りがいふ上に、土地が肥えてるもん

ですから、どう しても伸びが早くって余りい ふ板にな り

ません。植えるんなら北向。山に植えるととでナ。大り

は遅いが、それだけいふ木になりまナ。そう いう ととる

の20年も c でしたら 、今時 1本で20万向はしますよ 。 グ

グ柄の木って面白いもんです。椎・えてから 5 年位した

ら根元で一辺伐るんでナ。そうナるとひとばえが出ます

が、それを育てふ 10年位継っと、普遇。 15年. も c よ P ず

っと い L んです。 15年もたったも c だったら20年以上の

値打ちがあ P ます。グ

グ木を植えるんで したら 桐を植え なさい。勝負が早い

ですからね。杉なんかだったら自 分。生きてい る中には

ものにな P ませんや。金 <ro話が、今どき子孫。ために

美林を残ナなんて悠長なととを考えていられませんから

、

再ー。，、，、……。 11



観 と光

最近の外紙情報として停えるとにろによると、

過日来訪したず才ルヒーズ米陸軍女官の目的の一

つは、経済復興途上にあるわが圏外貨獲得の手段

として、観光事業の振興策、及び貿易問題をとり

あけている。

これと並行して圏内では、衆議員観光事業特別

委員舎の「園際観光ホテル整備法案. J の臨時国曾

提出と、内閣自体が観光道路の簡易鋪接笑. t . f ' 首相

の要望として建設大臣、官房長官に計っている.

これら報道の聞に、 rんな関連性があるか段、わ

れわれにけ解らないが、現在放戦管理の国際環境

の裡に在クて、自然の風物を資源化して外貨獲得

の一手段とする事の利盆は、必然的主主要求であり

亦園際聞の常識でもある。天然資源の乏しい狭小

国家の常として、欧米諸国がいかに近来外客誘致

に努めているかは、われわれの知るところで②る

が、わが圏 も毅後観光事 業の復興が、輿論として

贋〈接頭し、大小観光舎粧が群立してそれぞれ目

論んだのでib る. しかしながら園際性にと除しく

その業績 も香 しく友い欣態であったが、政府自体

が之に注目し始めた事段、誠に喜ぶぺき事て ib る

米陸軍次官の目的のーっとも 思ひ合せて 観光事業

の将来に何か明るい もの を感じ る。

建築家もその関連する一員として、更めて真剣

に針策主主研究し、検討すべき秋て主主かろうか。之

に闘して建築と云う造型喜術のージャンルとして

の問題材暫くおいて、事業函より見た客観的性格

は、之を大別して観光資源、としての建築ム観光

施設としての建築とに分りられる。

資源としての建築は、それの母体で・2うる自然環

境と相まって既存している社寺倒閣、それに伴う

宗教風俗のスペクググ J しそ指向するのみで、近世

の建築物ーー美術館、記念建造物、公共建築物等

一ーは日本的な存在として封外的に誇示するに材、

建 雑
成

山

村 政 員田

余りじもその規模、内容が貧困であって、 観光封

照には影がうすい. 之. t . f ' 結論的に言えば、虚子の

龍安寺ぞうたった「との庭の遁自の石のいつまで

も」につきると思う。そとには絵画、彫刻、庭園

建物等が互に桔抗し合う事なしおほらでEF然

と融け合ってささやかながら一つの美の小宇宙を

形成し、古典の境地の秩序を保ちつつ、ぜいひつ

の息ぶきを観けている。しかしこれら一群の建築

物も、材料の制肘からその規模、表現に批大、明

快さを依き、勢い、さび、じゃくの精紳的境地に

逃避せき' るそ得なかったのである。今後次の様f危

機舎をとらえて、われわれの文化遺ｾＮｴＮｦＧクローズ

アップしたら良いと思う。例へば正倉院御物の曝

涼や都踊、七夕、春日銭等の宗数、慣習の年間行

事そ混然一体として宣停し、文化遺蓋の存在償値

左大きく生かすべきでるる。

従来外人の乎になった日本印象記には二つの見

方、即ち日本国有の文化に封する比較的高度の評

債と、西欧文化の取托消化能力に謝する批判であ

る。日本文化J l ' 高〈買う外人は、コクのない猿底

似文化には余り関心Zどもたない. バーナード・リ

ーチ、クーペル、プ J レノー・タクト氏等いづれも

その一人である. われわれは戦後日本のー文化人

としての使命に喜び、日々新たに、月IT謂 トーマス

マンの「高湛たる精榊を傘敬する」デモクラシー

に導かれつつ言うるのである。賢い民霊法なt甘: 界に胸

をひろけると共にその反面、自分遠の古典そ愛す

る様な文化が創られなければならない。それは決

してフジヤマ、グーシセガール的風俗の ものであ

ってはならない。われわれは i b( : i で真善美の心

琴ぞかなでる高踏涯で ib りたい。

さて観光施設としての建築を類別すると六ツに

分けられる。即ち交通、宿泊、慰築、衛生、観賞

文化に関連する施設である. しかしこれらの施設
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は元来一連の関連性1 i : ' 持つ ものであって 、その立

地僚件に従って遁癒した綜合直域計画を立てる必

要ーのあるととは言うまでもない。

概括的な問題として、先一歩・交通に関する施設に

就いて逮ぺると、その中核である道路の整備であ

る。額遣は *-tさし も観光に最も密接な自動車道路

が荒れるにまかせてさをく恥しい紙態である。ー園

の文化はその道路によって計られると云われてい

る ｦ 吹いで、最も重要君主施設であｾＮとれに附随す

る橋梁、標識板、各種のサーグイスステーシヨン

等も亦、機能構成と L ての大きな役割金持つもの

であって、とうした末端施設こそ、徹密な統一さ

れた思慮、が携われずよければ念らたい. そとに本営

のサーピスの意義1 i : ' 見出すで2うろう。

宿泊に闘する施設に就いては、先づホテルの整

備である。それは道路と共に外客誘致の最低僚件

である. それぞ満す建繁計画に於いて、云う底の

建築文化とは、如何なる思索と意志、表示を持っか

と云う創作態度が問題の核心で l> る.

。観光ホテ J レ。と特に観光的使命をもったホテ

ルであっても、モの基盤ぽ機能主義に確立するも

ので、ある と思う。それに地域的君主材料の特性なり

艶遜による形態表王見の革新、環境への調和、一一

それは決して自然への盲従であってはならない、

むしろ地方的なそして健全な建造物が天然風致の

貼景として、針時的な調和を考へ? とい。一一ーとれ

らのフアクターそ完全消化した建築物であってと

そ初めて眼光の商に於いても、明日への飛躍が約

束されると恩% かつての第一次世界大戦のまうと

西欧諸園の建築家によって提唱されて来た園際連

築防合理と機能との上に立って、個人民族そ超越

し? とコスモぶリタ= ズムの謡歌であった。世界距

離の縮少、各閣文化の交流、建築材料の共通化、

技術の均脅等から来る ，;t，撚性は認めるものである

が、' " くまでも各圏各地の焦候、風土、そして停

統の上に華ひらく至高の創作でなければならたい

わが閣では、明治時代の皮層ー的な文化導入にわ

ぎわいされ、近〈は戦時中の国粋主義に悩され、

今またアメリヵ文化の「科撃の卒凡化J . : 2: ' 前にし

て、宿命的な暗影. : 2 : ' 感じナμ 、ではいられたい.

われわれは猫律的な在来の日本精神に逃避せ?

に、あ〈までも明朗な耐: 交性をもっ、調自なイン

ターナショナ J レ1 i : ' 探求してゆくべきだと考へる。

銭とセメントによる構造休に勾院の屋根をのせた

り、日光東照宮的な衣. : 2 : ' 院し切れない過去の観光

ホテルは風俗迎合の底調のものである。内部施設

にしても、附帯設備に重きをおいて、すべてに科

皐性に立脚すれば自ら解決の遣はひらけて、殊更

に桃山調を借り主主くとも立涯に観光ホテルとして

の使命け果せるのである。

慰型経の函に於ては、わが園調自の静中動の座式

態度は、全〈特異主主存在として外客の行動外にあ

るので、観賞としてのみの蕃誌、祭典、行事等に

透致の分野が見出せる。この分野にこそ「日本的」

に性格づけられた精巧撤密主主工萎技術を馳使し? と

建築そ持つべきで富うる。亦その反商、簡素悠還の

悟道の世界に招じるのも良いであろう.

衛生に闘する施設としては、何をおいても先づ

便所の改善である。外客カ1 日本に上陸して先づ驚

き困，壇 するのは臭気・漂う街角であり、宿舎でまうる

管業; 日本浪型スレート・大平板 製造販貰並ニ工事誘責

1: 
本

営業所管: 話銀座( ! i 7) 三二九七・五二九六 l  

T  畳 東 京 都 北 冨 造 島 七 丁 目 一 六 番 地 | 管業所大阪市西淀川区千舵東二丁目二三容地

京 I. . . L 蕪 定 話 王 子 町 三 一 五 一 容 大 阪 | 東 工 場 電 話 淀 川 町ω8 8 ・18f) O・1則 容

型 |管業 所 仙 台 市 中 田 町 窓 土 一 容 地 | 商工場大阪市西淀川直佃町二γ 回一五四番平

l  揚 電 話 中 間 ー 五 番 |  電 話 淀 川 ( 47) 零
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榊州潔癖. : a 誇った固に連合寧が進駐して来たと

き、余りにも衛生観念のと除しさに驚歎したとき

いている。しかもそれそ一方では肥料にしている

とあっては、さをく 言語同断、外客をして身の毛を

よ7ざたせるものがあるだろ う。 西紀前 480年、ギ

リシヤ遠征のベル シヤ寧が、無残な敗退をとした最

大の原因は四百万人の大軍が進軍の途次、 ｾ れ流

す糞尿から悪疫. : a よんだからだ」と 云われてい る

が、その縮掴が廿世紀の今回 、今街繰り返されて

いると云う文化圏が、世界に在るでまうろう か と強

く意識すべきである 。上下水道の完備、道路繍修

食生活の改善 と、 施設面より生活面へ展がる この

一連の工作は、先づ建築自体より改善の歩そすす

めることが緊急: の要訟でb る。

ヲたに観賞 としての建築は殆 ど過去の日本文化の

中に見出すのみで、近住建築にその慣値を認めら

れるもの、皆無に近い有様は情ないとと である 。

しか も遣された過去の文化的建造物がその何 パー

セントも科寧的な被護の元に保護されておら? 、

無智な災をうけて消滅 して ゆ くに至つては一刻も

裕余出来ない問題である. 観光の簡に鈴てこれよ

り大きな損失は なかろう。歴史と云う長い年令を

径た建物け万金を投じても再び得られないのであ

る.

文化としての建築そ省る とき、われわれの祖 先

は幾度か大陸の影響ぞうけては濁自の建築主主生み

出したのでb る。

主主い遺産を引きついでいるのであ るが、明治の

代に西欧文化の直職入が不消化のまま、低調な和

洋折衷となり、住宅にそ の便利主義のはけ口そ見

出して安債な日本趣味と堕して了ったのである。

その上加へての軍園調に混沌として一時はその行

方も 知ら歩、迷 える羊となったのであ るが、今や

その暗雲も晴れて、白日の元に論理化された生活

と直結している合理機能をめぎ して、われわれは

叡智の砂そもって、日本と云う物榊南商の厚い壁

を、困苦の裡にも塗り上ゆる心構えと、美意識を

持った使徒でありたい。

かかる捜能の基盤上V亡、その究極的か地方性一

閣土色ーをにじませた建築こそ、わが園の文化と

しての建築であり、観光の封照とも主主ろう.

〈筆者 ・観光技術家協合員

村田政貝建築設計事務所長〉

昭和23年の外人観光雄客の賓績について

今年中における日本交認会最士。鯖負披行による外人観

光旅客の斡旋は、人民 4' :167 4; 、牧草宰外貨 28，!390弗! 30仙

であった。そ c 内言撃は次の通 P

⑨アメ D カン・ 7 ・dレシデン ト・ ラインズ

船君主一時上陸観光閤 3，80n名 14，380弗! J O仙

⑨ローヤノレ・イン声ーォーシ冨ン・ライ y ズ

船客一時上陸観光園 114名 457弗

⑥フレ Y チメール・ライン

紛容一時上陸観光園 103名 574弗

⑥アメ P カン ・プ レシデ Y ト・ ライン ズ

船客陸行観光図 1124; 4，24!3邦

⑥週間制限付級光闘 47名 7，390弗

⑥パン・アメ D カy 航空合最土

遜 ｪｾ 波容斡宣告宣 ｅ 行

⑥貿易代表聞週末波行

⑥ ー グ 一 般 館 簸 約 努

744; 

24名

1，230弗! 30仙

148弗50仙

16! J 弗

計 4，367名 28，!390弗50仙

以 上

理 想 的 床 材 料

リノＡｊｾ ローム リノタイ JL，

東 洋 リ ノ リ ユ ム 株 式 曾 社

本 社 ・ 工 場 兵 庫 牒 伊 丹 市 伊 丹 五 五 八 電 話 伊 丹 1 ・51 ・69

大 阪市東直瓦町二丁目= 三和ピル 東苧都中央区銀座四丁目三和ピル

大 阪事務所 電 話 北 浜 375 ・3i 6 東京支庖 電 話京橋l iOl ・2564
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都 市

私財中接時代ｾ稿島牒の白河と云う町ですごし

た。それは関東から東北地方へ入る街道筋にあっ

て、常時人口一万余りの小都市であったが、古い

城下で芳隊頁 ｶＩ 蓮峯ｾ背景に阿武隈の清流に臨み、

町J はづれには南湖とよばれる景色のよい湖もあっ

て、美しい平和な町であった。

ま? と、との白河は盛岡とならんだ馬市i f : ' 有名な

ととるで、私の墜んだ中穫にも乗馬部があって秋

の寧事演習にゆ騎馬騎兵の一段1夕、はなぱなしく

活躍するのが私建の少年らしい誇りであったが、

もう一つ自慢の種は鍛造の躍がその' b7とりでは一

番大きく停車時間も長 く腰弁の呼賀りがあったり

機関庫も砕っているととでaうった。轄のす〈・裏手

持禦翁松平定信の居城でもあった白河披の腕句、

それは僅かに石Ｚ垣も濠の跡ｾ残すだけではあった

が、前述の南湖公園とと もに観光的には債億のた

かいものであったが、私達少年にはそれよりも牒

が大きいと云うとしあるいけ映笛舘や劇場の教

が一つでも$ いと云うことが、都市としての格付

そあらはすものとして嬉しかったのである.

中身ｾＮＵ年になったとき関西地方へのｻ彦経放行が

あった. これは御多分にもれ今、終戦後の制限付

園際観光客の践程にも似て、日程や経費、行動な

どについて も、巌し い監努と大きな束縛ぞうける

馳足放行であった。そのため、日光や錐倉、伊勢

や奈良あたり俗陀知られた名所萄蹟の数々は絡葉

書の挿績で見なれた風景ぞとれかと背く程度の感

興しか亮えなかったが、始めて見る東京や名古屋

京都、大眠、榊戸等の大都舎は田舎の中身基生にと

ってチ! 戸の 中の蛙がコ却毎を知った跨きも混へてす

ばら L い魅力でaうった. そそり立つ建物、疾揺す

る乗物、けでは道往く女接生の制H l H. でもニキピ

商の少年連の心ぞかたくとらえた。私自身につい

ていえば、とうなったらどうしても都合の高等塑，

18 
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工 藤 敏 郎

校に入るべく蹄ったら早翠受験準備に拍車そかけ

ようと決心したほ苫で喜うった。

それから数年後、大接ｾ出てからとにかく外国

を見られると云うので、希ｾして結合枇に羽Ｚ職し

た私はその舎祉の南米廻り世界一週枯路に乗る機

舎を得た。日華事警警の始まる宿泊で香港やシンカ・

ぷ- } L - などで段上陸に際して特別な注意もうけた

頃でまうったが.、中製生の修皐強行と同様、何と云

つでも大き方: 町の大きな港に入った時程嬉しかっ

た。そして上陸すると先づ一番賑やかな通りそ目

標に渉き廻った。大きな都舎の目抜きの大通り( r ，t

輩は重、夜は夜でそのはなやかな，息吹きだけでも

充分大人の放行者そ も失墜させるととは友かった

そう云えば回舎の人が東京見物や大医見物と大

都合ｾｾう心、世界の政行者が Ｔ ギリスではロン

ドンをそしてピカデリーを、フランスではパリー

そそしてそンマントル在、アメリヵでぽ= ユヨー

クそそしてプロードヲエーぞと大都合じひきつけ

ちれる心、とれは誰しも持っているのであって、

むしろ我々にとって本能的な ものでね ないすぎるう

か。そうとすれば、 「都市観光」と云った ものが

必? な P立つわけで、その場合その目標は こう し

た本能そ利用し、これに働きかけるととに向けら

れなければならない。

大医と云うところは所謂名所奮蹟が少〈親光資

源に乏しいとけよく去はれるととであるが、との

ように考えて来るとその観光的な債値は決して低

いものでけない。わけでも外国人な封象とした闘

際観光の場合とくにそうであって、との場合、大

限坊や四天王寺など古い名所は刺身のつま位に考

えてーーと れは軽視の意味ではない、つまのない

刺身カ‘ 聞が抜けているように一一都市そのものを

封象とし、その盛り場そ一つの中心として効果的

な施策を施す必要があろう。例えば、梅回附却す



体的に登濯し始めてから揖撃器まで使つての騒音

の氾躍は困ったものである。日本人が聞いてさえ

紳経にこたえるのであるから言葉の判らない外園

人が聞いた場合 r ん友であろう。とれについては

現在の鹿警察法規で治安の立場から取締り以外方

法がたいとのことであるが、これも屋外贋告と同

列において考えてほしいものである。

最後に夜の観光施設であるが、大限けその都市

の性格上外園人パイヤー若しくは日本人商用客と

いった霊聞は忙しい人達が仕事そすませてから、

ネオン街で濁根そのばす場合が相賞多いと思われ

るので、との問題はとくに真剣に考えて欲しいも

のである。職前大腹式キヤパ v ーの名で東京銀座

あた P迄準出したクパクパしい色彩と騒音がみな

み一帯から大部分者与な摘して外観だりは大分スマ

ートに友ったととは嬉しいが、その内容にいたっ

てはまだまだと云う外ない。とれら慰安娯築施設

の健全明朗化は重要E つ大きな問題であるが、と

P あえす手客種から よくして行くためには、態的に

接客婦の毅養の向上などと云うことから始めてゆ

く外ないでまうるおも 5 ーの手近なところでは、

大阪観光協舎でけ日本交通舎祉と協力して. 名賀

共に代表的主主一流キヤパ ν ー、ダンスホールを選

んで- 、旗行者が手離に利用出来るクーぶン象右近

〈強行することとなったが、この企てが成功すれ

ば都市観光夜の受入態勢の強化充賓に寄興すると

とろも多いで重うろうと期待されるのでb る.

く筆者・大阪市級機局貿易際長〉

都市観光の表玄関として清厳粛酒なものとするこ

とも必要だが、同時にみなみ一帯の如きは、都市

観光のセシターと して理想的な繁華街 とし友けれ

ばならない。

こう去った都市観光の商か ら、ことでは比較的

資行容易たことに限って考えて見れば、国際観光

客の受入態勢として先づ撃ましいのね・番地の明示

である。日本の番地は余 T00[; 将t且つWっきり示し

てないので日本人にすら判り難いととが多い。そ

こで外園式に市街のE鵠 l昨季にアルフアペッ ト順の

プロックナンパＭｾ決めでとれぞ目につき易い場

所に標示する r とにしたら外閑人のま民行者などに

も便利と思はれる。

看板には小さくとも間違のない英文ぞ添えると

と、そして外国語ぞ片言でも話せる庖は一定の標

識ｾ庇頭に描けることにしたら ｲ うであるうＮ

屋外庚台については、最近法律が出来て府懸の

僚例によって取締ることじなったが、この場合お

それられるのは「べか らすj 本位の規定で立波な

蹟告そのばす方がお留守になり、いたすもに・業者

をいじけさせる結果にならないかと思はれること

である。蹟告も一つの装飾であり美観をそ える場

合も多いので、消極的に矯めるだけでなぞ積極的

に優秀な蹟告は奨勘助長するような方法そ考える

とと、そのためにけ、アメリカで行けれるように

その審査判定にあたって民間よりも意見が入るよ

うな委員合制度そ採用するた r の方法を考えるべ

きであろう。それから瞭告菅の問題が るる。庚台

技術が目だけでなく主れこも訴えるようにいわば立

建 築 察 員

ｐｙＣｾ 幼 ｾＣＮｬｉＯＯ ｉｉＣｉＣｨＧｗｨ

日 本 建 築 協 会 御 用 命

家のクリーニング

女古書定患が新築同様となる漢手軽工事

食事ザ築家鐙にお手入。いら ぬ美紫エ6

市町石・ 9 イ ル 洗 疹 工 務

v

h

v

 

A

H

R

 

衣庄
7 に

オ司ミ

請負

ユ ニ ヴ ア ー ス 寝 良 工 毒 事 祉

大 阪 市 南 区 笠 屋 町 四 番 地

電 話 南 @0 2 4 0 容
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観 事光 業

1  

絡職直後、鞍舎の重荷から解放された建築家? と

ちがまづ最初に感じた大き主主問題というのは、や

けたfされた都市の復興、住宅問題の解決でるった

その年の暮にぽとのｾｾどうしてとすのかという

越冬住宅の問題がなまたましく限の前にあらわれ

た 。毅争のため動員さ れ蓄積され てい た ｾＡ Ｎ う大友

資材の一部材、そのとろひそかにどとかでねむっ

て 殺 し 華 々 しいヤミ経慣と投機の舞台にーと役

かつて ρ たでまうろうが、鞍争経済の国・接のつづき

とも ρ うべき進註' i J のための諸建設の至上的な遂

行のため、資対は不足し、ギリギりの 6. 25坪懸念

住宅の建設がやっ ξ やっとであった.

この妖態はしかしその後建築家たちの希竣的復

想、に反してーとう改警されなかった。すまいを求

める大禁止の撃は食糧不足のくるしみにうち消さ h

力づよいものであった。が、それ は終戦 後 4 年聞

の日本復興のコースぞけ、遂に正しくとりまうけら

れなかったといって引い。 ?}ft ちやけた焼野が原肢

もうどの鞍災都市へ行っても眼につかえ主くなった

が、しかしかりそめにも都市と住宅が復興してい

ると段、心ある人はたれも断言し得ないであろう

この様主主終報後 4 年間の建築のおいたちの中で

まだ都市と住宅の復興が絶主主的なものであること

をはっきりつかみ得Tよかった、昭和21年の中ごろ

都市計諾と住宅復興にならんで建築家達の希望的

な橡想のろちに速く b らわす1ていた一つの課題が

あった。それ [ 寸鞍前、綿織物についで封外J阪支の

上で大きな役割ぞ果していた観光事業にむすびっ

く観光施設でまうった。大都市の分散論さえとなえ

られてい た園土再建の見 とおしの 混 ｾｌ の 中に、 と

れは建築家のつかみ得た、たしかに一つの魅力あ

るテーすであった。鞍争遂行、園土防衛という軸
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西 山ｾｰ＠

そ失ってしまって、関土の合理的構成一一園土計

蕗の中軸を見失ってしまったかに見え? と中に、と

れ付園土開設の全体的、綜合的運闘を要請し且つ

推進するととのできる一つのキイホ・ 4 ントである

かの様に もみ えた。ま? と長い間、iR. 色の軍需工場

たたちむかっていた建築家にとって、ホテルやW

; ? ノのきらびやかな造形付何か華やか念よろとび

在感巳させるものの様化も思えた。しかも便所や

浴室といえば趣味のよくない色タイルぞはってい

い気になっている蹟館の主人と出入った工の仕事が

とれにとたえる現賓の仕事として進行しそう友気

配さえ感じるのであった。

この様な中 t亡、一部の若い建築家主旨中心に、遊

園家、工護家そも入れて、 ｲＡ｛ｾ 光技術家協舎という

ものが組織され、脚光施設の飛躍的な充賓にそな

える頭脳的な俊樹を果そうとこころみたのであっ

tc:. 。

2  

技術家たちの第一の仕事[ す、この事業に関係す

る多〈の業者? とちに、観光施設のあり方そ大き君主

眼でみることを毅えこ もうとする昏業の仕事できう

るように見えた. 京都や奈良な r の所謂観光都市

では、都市美と関連して観光自官官市計書誌の構想、右

呈示するととが必要に思、われた。

しかし現資は、みやこ 大路そ汚物車が通り 、都

市の表玄関には浮浪克がたむろし、みす段、らしい

ー服装をした人々が行列そっく り、所きらわぬ居す

わりと放尿が異様な臭気ぞみたしていた。日本人

が園際観光= 外客誘致. q _ . さけぶのはまだ早いとい

う注意は、園民生活の窮乏をよそにb ぶらこゆい

金も うけそ? とくらんでいる人々えの非難という様

なととを別にしても、営然の勧告の様に思え? と。

こ うして れ 3 年の年月がたつうち、最近ふた

たび、今度は技術家遠の着想ではなしに、 もっと



別 の方而から 、眼光事業が口のりしにの段 る様な

情勢になって来た。そ れはアジア大陸 との大々的

な物資の交易を激怒しないという前提の下では、

絹についても 樟脳についても余 り将来を期待し得

たわあわれな日本の経済的将来にとって、 園際観

光が積極的にとりあけられねばならぬという必然

に基づく 様に思える。 。最近ある筋からの情報 とし

て侮えられるととろでは、さきにグ才ルヒーズ米 、

陸軍次官が日本; a 訪れた主要な目的の一つ け我園

に外貨獲得のー手段と して闘際観光客業の振興策

7 . e 樹立させるためであった といわれ、同次官隊来

日以来、 総司令部営局や、日 本政府との聞に外園人

の入閣制限の綬和や観光客のための受入施烹の改

善 、 日本製高級商品の供衿等の問題に闘し意見; a

交換したと報ぜられている。之に呼醸して、園際

観光ホテル整備法案だとか、観光道路のw ，念: 改修

築が日程に上ってきているとと も新聞紙 1;) 報 じて

いるし、各地の開立公園指定運動や、綜合的硯光

計費樹立のための地方公共固体や業者の組織、各

地の観光協舎などのうときも活澄化している。

都市復興、住宅問題とならんで翻光施設と して

建築家の頭の中に歯かれてた問題は、前二者の停

滞に反して、建築家がそれぞとり るけた時代 に 考

えていた ものと金〈性格そ異にした形で、ある意

味ではむしろ封しよう的な意味をさ 、えもってでる

るが、現賓の問題 として建 築の領域に問題そ呈示

する段階になって来たと いい得ょう 。

3  

王助宅問題化している中心は、閣際観光事業であ

る。つ まり外客を誘致し、かれらが旗行中に使用

す る外貨を獲得 しようという 事業であ る。

国際観光事業の蛍面の要素は、形の上から いう

とホテ J しの新設改善 と道路の整備充置の二つにつ

きるといわれる 。 しかし単に風光や歴史的遺物、

つ まり橡々な自然 的、文化的観光費源右見物 し、

強行し、宿泊するとい うだ け で な し そ す‘ に関連

して地方土産や特 産を陳列紹介し、貿易登展の契

機 r 利弔すると共『亡、地方聖業を振興すること、

スポーッゃ、 娯築の施設; a充貸して更に滞留の魅

力としたがって 牧入そ増加すあとと等 も、との事

業 の構成に常然加わるべきも の とされる。したが

って建築家 として翻光事業をみる場合、とれらの

金過程に劃する綜合的な企誌につらぬかれた観光

施設の完備とそ、その中心摂題として指摘される

で あろう。との鮪、 建築家十時十害訴の見地から、様

々な施設が沿互い調自に孤立的に或け封立的に費者

主主につ くられ るととそ防ヤため、進んで様々の施

設が観光ルートという空間的時間的配列の体系の

中で綜合5 れ荷足しl > い互に効果を高め あ う様な

形でつくられて ゆ くべきととを営然期待するであ

ろう。そこに観光計書への建築家の参加の第一の

階梯がある.

ところでわれわれがここで第一に指摘したいと

とは、この様な立案の出漫に於て考えらるべき鼠

際観光と閣内観光 と の関係であ る。外 貨ｾ得 とい

う貼から いえば図際観光が目下の主要問題て・まうる

こと ｾ［ｩ た しかである 。 しかし 、日 本の珂を 、み づ

から食っていけるだりの箆業を建設する ことがで

きないからといって、大昔の人のつ〈ったもの主

か、 自然風景のめづらし さだけで見せ物に してし

まうというととは大いに援問である。それけっき

つめると日本人が皆みぜものこじきの類におちぶ

れる という風な考え方に通歩るものであってきわ

めて危険である。またとの様な考え方から 出費す

ると、観光安源の現扶保存ということにカ貼がそ

そがれ、本営の国土開護が行われないばかりか、

京都や 奈良に材、餓筋コンクりートでも 五屋根そ の

せねばならぬというあやまった、浩形基準がとび

出してく ることにもなるであろう。

しかしそうでな〈てふ更に今一つ重要な献は

観光施設り綜合的な開設完備というととの中には

ただ少数の高級な外客のみの接待設備だけ では成

立ち得ないという根本的な僚件がある. 現に闇際

観光ホテ J レにしろ道路改修にしろ、国家の財政的

な援助なしに肢遂行し得ない。 との財政支出は外

貨獲 得となって間接に圏家に報酬 をあ たえるとし

ても、それ冗けでは到底こ れ らの事業を支持 する

僚件とはなり得ない。

つまり、園際観光; a 目標とする観光施 設の完備

といっても、圏内の大衆の厚生慰業へのサ{ ぜス

去いう大衆的な支持がなければ到底成立し得ない

のである。したがって観光計書ば無論既存の文化

的自然的翻光資源を基礎にしてっくりだされるべ

きではあるが、閣内の人口既置、 都市配置等 と閥
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聯して厚生慰築地域としてその開設整備の計茜そ

すすめること、るる場合にぽそれらの貼から全く

新しい資源の創造等も考慮に入れられるべきであ

るとと等が結論され上九無論現賓にほとの放な

ととがらは部分的には行わ凡ているのであるが.

園際観光に注意をうばわれるるまりにそれの奉礁

と主主るべきr日本人大衆自身の大衆的な厚生慰築施

設の充賢そさらにー居注目すべきととを要請した

い。

4  

最後に臼本人自身の大衆的厚生慰楽施設という

ものについててあるが、最近方々で盛んに競輪場

が建設されているととと関連して若干意見そのべ

ておきたい. とれ材、たしかに大きな意味で観光施

設に入るものであ与。この建設は地方公共闘休の

財政を? とすけるという意味で行われている場合が

多いが、私はこれらの「観光施設」の鎖充につい

て同意するととができ怒い。 これは観光施設、観

光事業というもののもつ最も悪い面= コジキ化政

策が最も特徴的1' C e ! ; らわれているものといえるか

らでまうる。そしてt仕上じ流布している所謂観光事

業なるものは多かれ少かれとの様な好もしからぬ

反商そもつものであるが、競輪場の如きけそれが

最も集中的に b らわれているものといえるからで

②る。

職自白競馬場をつくるについて。けよい馬そそれTざ

け閣の軍事能力をたかめるという一一 審 貨の買否

は知らぬがすくな〈もその援な一躍の理由があっ

た。しかし競輪場にけ由時車工業の育成などとい

う沿題闘はつけられないだろう. 反封にとれに閥

警務所移事事御案内

勝 所 儀 今 般 下 記 へ 移 轄 い ‘ た し ま し た

株 式 曾 壮 大 阪 建 築 事 務 所

長

務

砕

却

~

紅

専

常

池 図 宮 彦

ｩ 由 ｩ 橋ｾ失
西 島 徳 太 郎

大阪市西匿京町堀逼ニ丁目三七番地ノニ

電 話 土 佐 堀 @2 5 2 6 番
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遺してすでに 1、2 そうじよう事件が起っている

い競輪場出場にそなえて、有馬の青年がアロハ

シャツ的なふんいきをつくりだす一役ぞかってい

ることも風聞する。これはただ大きな場所そくい

つぶす風がわりな ｉｾ くじ」にすぎない。住宅地

として、工場用地として、また耕作地として、せ

まい圏土に土地防貴重で- ある筈だのに、た7さぎよ

うとうを眼あてに集るあわれな日本人大衆からよ

りーそうの牧益をし降りとるととができるからと

いって、との様な施設に慶大な土地がくわれて行

〈事付軽々し く看過し得ない。との事. は野球場に

ついてもいい得ると思九

将来の親光施設の計茜の中に同・、単にホテルや

食堂や交通機関やばかりでねなし蹟はんにスホ.

ーツや娯柴や文化教養施設もとり入れられてゆか

ねばならない。スポーツや文化数養施設は特に大

衆の観光施設として必要である。しかし 、もしス

ぷーツと稽せられるものが職業野球の如き E互に見

せ物スぷーツであるとすれば、われわれはとの様

なものの施設の充賓に積極的な意義を見出し得な

いと思う。

現在、そして将来、 観光事業や観光計吉誌の論議

や管施がますますひんぱんになると思われるが、

私はそれについて特に以上の一例に指摘出来る畿

な、観光事業が資本主義的替利事業として行われ

ている制約から生- : t . るあやまった方向への蛮展と

いうととじついて、特に深い顧舷. : a すべての人々

特に建築家に求めておきたいと忠弘建築家ぽ単

なる職人であってはならないからである。

1949、10、10 C筆者・京都大挙母j 敬授エ憾J

話ョ

蟻

駆除な怒ぷETZ議践で2手

議防匂議32t 管手っかね滋防法

前 田 白 蟻 研 究 所

和 歌 山 市 小 松 原 通 リ 囚 了 目 一 番 地

( 市電日赤病院前) 電話和歌山一三八: h 呑



加 太 友 ケ 島

和歌山市聴を出た電車は、二旦ク筒、 磁 の浦な

ど、渡し今かな長汀曲浦を走る とと 30分、カ日太町

Lこ至る。ことは紀伊牟島の西北端に位し、古来淡

路、四園えの要所であったが、今ね近代的観光地

として護足し? と. 港外に友ク島; a 横たえ、; 魚釣の

名所として知られ、また淡路紳祉はお雛さまの官

として名高い。

友ケ島はカ日太港外海上 5 粁、地島、神島、沖烏

の三島よ b成 れ 紀 泉 、 阿讃 、南山脈の蓮鎖そな

すもので、中生期和泉砂浩靖-よ P成り、その地質

構造による濁自の海岸風景を展開する。 2支ク島は

紀淡海峡のただ中に在って、急: 激な潮流に洗われ

つつ、淡路由良には一葦帯水、北方に六甲摩耶の

山肱; a 眺め、西南はるかに四閣の蓮山を望んで、

風光に恵まれている。久し〈伐採を禁じられたた

め、全島暖地性照葉喬木に蔽はれ、天然の植物園

をなし、植物分布学上の好資料となっている。即

ち瀬戸内海図立公園にカ日へられて、その名瀬〈喧

侮せられる所以である。

青々としゅれる島は列ぴたり

流れの速き海をへr てて

和 歌 の 浦 新 和 歌 の 浦

大阪から電車で80分、気留に来られる和歌山市

は、豊臣、徳川以来の城下町、落ちつきのある、

しかも南閣情緒ゆたかえ主観光沼市でもあり工業都

市でもある。市内電車は、按山をめ｜ｾ c ; . て都心か

ら松匁美しい郊外え 30分にじて、市の南端和歌の

浦に至る。古来詩歌に詠み讃えられた天下の名所

である。ーに権現、二に玉津島、三に下り桧、固

に塩釜と唄はれ、水美しし山級友る聞に肱在し

て、西圏三番の札所組三井寺 も手にとるばか bで

ある.

海岸; a 片男浪左いひ、西に蓮って新和歌浦が2う

る。樫樹の多い高津子山の海に迫るととろ、近年

風景のよろしきを鷲見、開設し? と近代的名勝であ

る。. i G t 下に和歌浦海の育揮を見、之; a 圏むは名草

山、生石山、黒江縄、藤日山、浦の初島、いす手れ

も古来著名である。近来ととから西へ糠〈雑賀崎

方面え観光路が開かれ 、双子島遊覧結と共に、遊

客をよるとばしている. 夏tま海水浴に賑うが四季

ｚｅ 通じて釣の出来るのも、との地のｾ、みであるＮ

( カット潟漢は和歌浦〉
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和歌の浦に名主主の山の影おちて

月満潮とな りにけるかも

和歌山市は、和歌浦の他、組三井寺、著城主上公

園、 目前宮、 笹山紳祉等見るべきととる多 〈、東

和歌山から披れる和歌山鍛道に来ると前述三世、

伊太股曾紳祉、査の名所貴志映に杖. : a ひくことが

出来る。

紀勢沿線

和歌山市から紀勢西線列車に乗ると、先づ新興

産業都市海南に停る。漆器、和傘 、しゅろ工業に

郷土的特dがある。ことから岐れる野上電織は、

東畑梅林や生石山に我々 の足を誘う 。次の加茂郷

聴か ら以南段 、す-っ と密柑山がつづ き、秋から初

冬にかけて黄熟する様は、糞菊の花の挟き盛って

いるように美 しい。カII 茂郷から LUぞ西に越えると

犬崎港がるり 、余 り知られていえ主いが 、その美景

i;! ・宮家のよるこんで描くととろである。箕島から

湯溜にかけては、密柑のみなら苦手、容は除虫菊、

けしの拒が、白雲にまがう伎である。藤並から肢

れる有閉鎖道の終貼からｲＮｴＮ ｾη 漉にゆ〈ととが出

来 る。下津の長保寺、由良の奥園寺、日高の道成

寺が各々、その建築物に侮説にに人ぞ惹い

今に して思へば還し埠ひしもの

i阜はれしものもなぺて果てにき

南部にけ著名な梅林があれをとからはパスで

I.Uの温泉、龍紳へゆくととが出来る. 回謹市は古

い按下町で、2 f 家物語 tて見える闘鶏紳祉がある。

との瀧から巡航脂で紳島. : a 眺めながら白潰にゆく

のもいい.

泉 郷 自 演 、 湯 崎

自演口からパスて15分、自演は古歌に詠まれた

白良演を中心に、大正年聞に開琵以来、施設完備

し? と近代的温泉場でSうって、 湧出量も多い。

湯崎は白潰の南に隣接し. 、奈良朝の昔から牟婁

の湯とて本邦の代表的温泉であった。

湯崎に近 く、千昼敷、三段壁の海岸美、: zp. 草原

の丘陵風景、 ｾｫ 白讃に 近く、 回月島 、 漣痕 、 笛

木綿自生也、京大臨海研究所等の名所在蓮ね る観

光パスがあって、太平洋の批大と、内海的の巧撤

とを見て廻ると とが出来る。
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白滋口 から 再び汽車に乗 る と 、 程 な し 椿 温 泉

. : a 近くに持つ椿. : a 通って串本に向う。

遠見ゆ る白良の演の砂白し

うL ろに迫る丘の上まで

串 本 潮 岬

串本防潮岬と本土とを連ねる砂酬に琵透した漁

港で、向いに大島が横 lすって、防波の役そしてい

るのは、串本節の文宿] のま L である.

潮岬は太平洋岸に突出した墜繁島で、背芝に蔽

は(' '1ヒ庚大友台地をな し、岬の断崖や農礁に黒潮

のよせて砕ける情景ぽ豪j仕無比で、まう る。ととは本

州最南端であって、白豆の燈台が聾え、本邦最初

の無電 アンテナが林立 している。とれ右背景と J

て、放牧の牛たちが、青芝草に遊ぶ風景は、おほ

らかに悠々たるものである。

みんなみの大わ? と中にさしいてて

潮 の岬はるらはにしづけし

海自 御



串本から勝浦ぇ 、汽車一時間、結綿には 、橋杭

岩、古座川奇絶峡、歌枕玉の浦、捕鯨; の太地港、

湯 川湯泉な どの名所がある。

勝 浦

勝浦は南紀第一の良港でaうるが、今は温泉地と

して名が高い。山に園まれて趨 深 く、 幾多の島々

が線濃い桧に蔽はれている風光は、 「紀の松島J

K 呼ばれているが、その名の如〈 美 しい。

停車場か ら波止場まで 500 米。そとから モー タ

ーぶート が海内在横切って撤ある温泉へ客三旨運ぶ

のもとの地の特殊な・情趣である。港外に出てみる

に、山は断崖そな して海に迫り紳武天皇東征の軍

が熊野上陸 f'C困難した跡が今も勝然としてい る。

そとにま?と那智瀧の滋墜ぜらるるなどま? と美しい

眺めわたすととの謀者切 島山 に

とり かくまれてタベ しづけ し

那 智

那智山は勝浦から汽E容で 5 分。那智牒からパス

で 30分。と とね那智紳位、西圏第一若干キU苅青岸渡

寺、或け日本一のE 議那智の大瀧等で海内に有名

であ る。建関以来各時代に特殊な文化的役割をし

て来? と熊野地方の中心地那智山は、今なお斧銭1 i '

知らぬ自然林の 中陀包まれて、背ながらに美しい

那智山は今日は晴れい・て大淵の

はるかに、速く掌常行にけり

郷符 ｣ 主主ｾ

新 宮

新宮は態野川口に臨む古い熊野の首邑、熊野木

材の集散地・である 。速玉紳位、 紳倉市申祉、丹鶴按

跡、徐帽の墓、浮島の森 ｾ Ｎ の史蹟天 然記念 物があ

り、態野川債には全閣に比類のない商庖街があ っ

て、 各戸みな組立式の移動家屋である。

との町にはす・れに陪来つ夕かゆに

お借ろに見える浮島の森

J帯

新宮の川原、から名物のフ・世 ベラ脂で川. : a 滞る と

九里峡. : a経 て瀞に至る。との間 4 時間。瀞け奇岩

絶壁の上に原始林をいただき、玲満玉の如 き碧淳

にその影在映じ、 花さいてよし、雨降ってよし、

その幽濯をる渓谷美同正に天下随一、瀞を見守会・し

・て景勝そ諭すもる勿れ といわれる。

澄み深き峡の J l < 底に魚のいて

ひそ かなれ E も行き交ひじけり

瀞の下流、宮井から別れ て 十津川そがると 2 時

間で本宮につく。熊野坐榊吐あれ泣く湯の峯温

泉あって、古く 鎌倉時代より柴えたととは人の知

るところでまうる。紀伊回線朝来騨よりパス 5 時 間

古えの行幸路中溢路右辿って此慢に至る便もあ る

新宮 よ り50分北上した木本には鬼ケ城の奇勝まう

れ 紀 州 最 端 の 名 所 である。( 完〉

〈筆者 ・和敏山県系o光連盟喝託 万築研究家、歌人。〉
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和 歌 山 市 和 歌 浦 東 照 宮 の 建 築 に 就 い て

営宮は徳川家康公と蕃藩組徳川親宜公そ祭神と

し、位殿怯江戸時代初期の建築で権現謹である.

榊境の幽溶と輪灸の美なる榊殿け、建築技術ある

いは美術工事の粋を壷した その絢欄たる姿は江戸

時代初期の文化の様相そ如賓に表現 したもので あ

る。大五四年紳殿、相の問、奔殿、篠門、唐門等

と特別保護建造物に指定せられ、自大正五年至大

正九年に位殿ｾ始め諸建物の大修繕ｾ施し 常時の

批観に回復されたといはれる。

β 、
， 津 粂

士

口

( 1 ) 東照擢現宮の位置

東照織i現宮は和歌山市和歌浦に lb T，境内は参

道、鳥居、石階段、榊橋に擬する橋あれ山上楼

門は南面し野内署時中央! 1 . : 透堺によって国まる、

一廓内に権現浩枇殿があれその前方西に枇務所

東に紳奥底、位殿西北に榊{奨所、紳庫等が配置さ

れている。

( 2 ) 社般に闘す? > 文献

南紀徳川史十六冊東照宮・雲華院の僚に

ー営苦ft豊立回龍粗入閣の時よ り深〈御心に掛け

られ地そ四方に ｾｖ 捜索 、和歌浦御 巡 覧遂に雑

賀山を抑ト定、元和六年七月起工ｾ被命、安

藤直次、彦坂光正、竹林坊賢盛之を奉行をし

て宮殿の結謙一に久能山に則らせらる. 龍粗

御栴自御臨場指揮ぜらる、諸臣亦膏って経管

ｾ賛し翌元和七年十一月に至って竣工、於是

天海大僧正予夜て勧請し奉り勅使参向正遷宮の

奥を傘らる. 叉和歌天満宮を修饗して地主紳

に御崇め、績で天曜寺ｾ創立、天海大借玄関

粗となりて御宮別営に被補、紳問、寺地、山

林、金貸そ御寄附ありで祭儀典躍細大完備御

崇敬無二の園廟たる恰も日光に於ける一般荘

厳威を極め、; 換美を量産す。又天躍寺は公家の

御菩提ー所に定められ、院内に幕府髭世上野方

の量制与を安置するため御露屋の創立あり、そ

の制江戸商山の霊ｾｭ［ ｪ に倣はぜられ、叡山日光

院園芸天海に代って二世主となり図室入滅主

野寛如院豪倶入て第三位と なり共に榊事悌舎

を奉い 諸般の規範そ制す。爾後仕々の 察隊j

i 本 殿 5  jji 土毒事 or 9  ro中 w  

2、石 @ 門 G  iji申 E健 康 10 祭 器 }事

3  手手 ｾ＠ 7 援 門 11 鼠 合

4 底 門 8 神 銀 E庁 12 手 水 会
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久長、七月御折初、九月御立柱。

一東照宮本吐一字、拝殿一字、奉租1請東照大槌現

その左に山王織現、右に摩多羅紳、三世一合せ

て東照宮と稿し事る.

ー雲華院は宮の麓にありて、本堂、大昏院、小書

院、新書院、内働殿、方丈、庫裏、内庫、裏表

玄関、内玄関、四足門、通用門等ありたれ叉

外六坊、内六ケ坊と共に雲華院に属して東照宮

の紳事I ' C 給仕して粂て御霊屋の事も預る。

東照宮

方三間三重塔

楼

東西二関

南北四問

方三間

百絵基

東西玄関

南北ニ間キ

東西五問

南北ニ聞

方四間 鐘

前殿一本位三座

殿

本地堂

榊奥会

紫

界

資

棋 門

慈眼堂

竹 華

日光山管の橋に凝す

石

穂

方四間

紳柴雑事健所

東西四間

南北七問

護摩堂

御供所

唐 門

姐 郎

経 蔵

仰 橋

御 池

石鳥居

となりて一品法親: F . より 雲華院の稽を賜はる。

きれば続時の御親拝迫混恨絡の法合等、皆との

雲蓮院に於てま長行あり 、再明盛服の厳粛奉承洋

々の典儀筆紙の及ぶ所に非ら今、管ーに万世不易

の宗廟 と二百七十年来土下袋け て傘奉管ならぎ

りしも、笠岡らん哉、時世の盤数に制せられ明

治二年国勢一度に随伴して、御宗家の御霊牌β

御邸内へ、御傘牌は長保寺へ謹座、観て東照宮

祭典を御改め雲華院の奉仕t.e菟じ枇領支配t.e解

き僅かに県米を給興せられしが、聞もな〈天下

位領} 般上地の大正官令出て中止となり、依て

雲華院衆徒は悉く大相院に退き倒閣情坊は鯨; ぎ

に納附し、爾来外客待過所等幾多の俊輔t.e経て

絡に東照宮山下の寺院は悉〈底段せられ、斯る

E 利も地t.e挽って又一物をも留め歩、今や昔時

の盛況t.e知らんと欲するも、唯一棋の圃書を見

てその皮想、t . ei阜懐する外えにく、沓記録散逸に蹄

せり。

一和歌御宮御謹管付元和六庚申年始、御世地形抑

細引竹林坊賢盛僧正、抑奉行安藤帯刀直女、彦

坂九兵衛光疋、御大工中部讃岐宗次、中村織部

az 

内抗さ i
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一境内方八町 宮山周廻五十町絵

明治維新、紳悌混溝禁止令出しそ以て同五年七

月に至り、本地堂、三重塔、鑓模、護摩堂、慈

眼堂等取輸となる。境内も僅かにー町十七歩之官

残し、余は皆上地主・林と成れれ

一維新後、雲韮院瓦解し記録散逸停はらすヘ御宮

の方も固より記録なし。

一御宮初霊屋向時御修造有之たる者と雄も、記録

兵らさ' れば詳にするな得歩。

営宮栃木しは東照宮財産目録によれば、

檎竪宮尺四 寸 三 分 筏 上 方 六 寸 八 分

元和七年酉十一月二十= 日

紀伊大主中納言源朝巨額宜会

奉新進東照大権現御奉殿一字所

導師探題大信正大和尚依天海

奉行安藤帯刀藤原朝臣直次

奉行彦坂九兵衛尉藤原朝臣光E

大工中村讃岐守卒朝臣宗次

大工中村織部卒砂j 臣久長

以上は南紀徳川史及東照宮記録より抜翠したもの

第一閣は現在境内配置尋圏、第= 園は東照宮雲華

院の常時の配置暑園である。

( 3 ) 和歌浦東照擢現宮の建築

一 槙 門 三間一戸屋根入母屋造瓦葺、正面通路の

左右の聞には随榊が安置してある。桂は丸桂で

頭貫か虹梁様に取扱はれ、斗棋は疎組二手先出

組で、天井は格組、上層四周に腰組で支承し廻

り橡を繰らし勾欄が飾られ、軸部紬休陀胡粉塗

、斗桃顕貫等は極彩色- ' i ' 施してるる。

東照宮唐門及肉拝

28 

一唐門及透堺唐門は拝肢の前面にあり唐破風屋

根除皮葺四脚門で、扉は機色塗捷唐戸で、斗棋

は三斗組、天5月は鏡天弁天女の彩E症が施され

斗棋は極彩色その他朱漆塗で適宜に彫雲i J - ' i ' 配し

て彩色が施されてある。

透 塀tま唐門の左右から起って腕木造り、屋根熔

皮葺、上喪押と腰長押との聞には菱形嫌色塗、

格狭閉そ絞め腰長押下のノj 、羽田には花僕犠の彫

刻- ' i ' 配し、上長押上の欄聞は唐草僕様 J ) 彫刻極

彩色として、桂長押腕木等間朱漆塗である。

一奔般五間二商屋根入母屋造千鳥破風附持f皮葺

中央桂間三聞は流れ向拝として四周廻橡を韓ら

し勾欄を飾り 、症は丸桂、斗棋は疎組二手先出

組、柱間顕貫上に基股を配し、木鼻十才龍虎等の

彫刻である。向奔桂け角柱角商取れ脚部朱漆

塗礎盤が置かれ、木階は石敷上より設け左おに

昇勾欄が附してある。正商虹梁上にけ基股を配

し、手 狭は飛雲ヲミヨえーとj乱軍の彫刻で飾り、前商

中央三聞は蝋色塗飾金具附板扉で、左右各一聞

と南側面t討議色塗蔀戸を付てるる。内部床同板

張り、天5月は出組、斗棋遇肘木を廻し、折上裕

夫弁格聞は/1、組で娘、色塗飾金具- ' i ' 打ち、蛇骨子

聞は金箔板、支輪 U 唐草模様の彫刻、頭貫と長

押との聞の欄聞は花鳥の彫刻- ' i ' 施し何れも極彩

色で、佐廻橡勾欄 l寸朱漆塗で中央三聞が石の聞

と連続して いる。

一石の間 三間一雨屋根南下檎皮葺、床ぽ石敷き

天井ぽ折上格天井、格聞はノj 、組、左右南側中央

に雨開機色塗筏唐・戸扉そ付、欄聞は格狭間; a 簸

込、拝殿と本殿との階段の南側は板壁として、

東 照 宮 本 殿



各部装飾は極彩色及朱及蝋色塗、随所に彫刻と

影茜を施し、本殿と手手殿との調和. : a 保ち本殿に

接捜している。

一本殿三間三面屋根入母屋造槍皮、平函は外陣

内陣、内々陣でとこには榊霊そ奉記する宮殿が

設けられ四周に廻り橡. : a 緯ちしている。本殿正

面の石の聞から木階によって廻徐に上る木階に

は左右昇勾欄を付け、廻り橡にも勾欄. : a 飾って

いる。正面三間共幣軸. : a付け、 蝋色塗飾金具イサ

板ｾＮＺ￦ ｴ｣ とて、斗棋り疎組二手先出組、柱は丸住

で柱間頭貫上に暮股及四季の草花の彫刻で飾り

木鼻は丸彫て長押上の欄聞は花鳥の彫刻板支論

け唐草模綴の彫刻. : a 施し、脇陣子及外部沼目板

には彩E撃が施されている。脇陣子の彩識は土佐

光起の筆と傍へられる。桂、廻橡等は朱漆塗、

勾欄同蝋色塗飾金具付となっている。内部天井

は拝殿と同様式! 斤上格天労で、内外共斗株主E股

頭貫長押等は極彩色桂の一部其他随所に金箔. : a

押し、それぞれ彫刻及金具で飾り、紳盤奉祝の

重要な本殿は装飾にも特に意を用いられている

結 び

和歌浦東照権現官の建築け徳川時代初期に於ける

手法の貴重なる遺構であるが、建築に関する文献

に就ての調査も不十分であり、大正以前の修繕の

模様も詳かならす事業安休そ掴み得歩、尚研究 すべ

き貼 も多々あるととそ感今るが時の富余裕友 〈、 筆

者が見製の範囲で簡単ながら本建築に就て記すこ

ととした。見書 ｾｈ 二 際し て特に便宜ＮＺ￦奥へら れた閤

川宮司の厚意を感謝する。

( 筆者・光風工業高等感校建築科長〉

京都大接 ・建築事研究舎編集 。

本自 互 斡 '̂'"・
且逗

本欄 jま各支部及全曾員各位嬢 《御剥用方

切望いたします

0 新築住宅分譲

南海本線住ノ江騨南木造瓦葺平家建13拝、 15

坪 二 種 敷 地50坪 附 一 戸30万圏内外、目下分

譲中。

。園書譲りたし

1碍922年版スイ一トカタログ 1 崎 希笠者に遮悩

f償買格で譲る弘.  

0 家屋譲りたし

三島郡三宅村今野走塁、. i f 家約80坪、離れ 2 階建

l I坪、土蔵 3 初!及物置附、門塀完備、敷地約

300 坪、 glj 煎、察、集合Jjjj 等各方面利用慣 あり

至念譲り た l 。

0 嬢入りたし

女専出身 26才、容姿普通、体格良、明朗、

趣味は音紫、料理、スポーツ . ヨごは教育事業、

血統良、奮専門校出叉は以上の人に鯨ぎたし.

0 解説附建設業法パンフレツト分布中

若干建本l > T 、希撃者は途料共￥ 7
5

.00

0 建築と社曾パックナンバー分譲中

毎披掲載の通り倫若干盛部まうれ希撃者は至念

申込まれたし。

0 求 職

甲種工業建築科出 36才、 24才、

向 上 積 算 に 堪 能 家 30才

以上御照合は本合事務局長宛の事

新 建 築 の 展 霊 新 帝IJlli ; i t / 限 定 版 @ 問 問 せ ず、乞前 倒 還 付

とれからの建築はe _ " ! Dようになるか ? との 一袋によって勝手帳。新建築に空せする綜合的な新知識が得られる

A 5 版 1 S  0 頁 上 製 定 優 2 0 0 回 送 料 2 0 囲

京都大原・建築察研究舎編集。 →投建築佼術者の綜合謬術雑誌

用 刊 建 築 響 研 究 新 会 員 募 策 問 問 本 中 餓 ・ 特 別 円 律 的

建築療のあらゆる分野をもうらし内外の新しい技術資料を毎月夜表紹介する最高唯一のｧｴｦＮｾ総である

京 都 大 串 建
京 都 左 京 局 区 内 吉 岡 本 国T

建 築 愚 前 究 曾

築 事 数 室 内
振 替 口 座 ・ 大 阪 8 2 8 9 0 呑
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紀 州 古 建 築 鈴 談

栗 林 か ず ま

紀州は奈良C 隣に: ( 1 ，って上古からの交通もひらけ、奈良

に存在する以前。古総、物語も史3買収見られる lても拘ら

ず、古建築としては鎌倉以降C 建物が僅かに存在してし

る歎態で. 何となく剤、しい。しかし風光に恵まれた名所

古銃は、いま存在する古建築c 前身や由絡を務る悲しい

うれしい、面白い、. j ; J t @々傍訟を織り交ぜて、飽くとと

すよく喜盟賞ナるごとができる。

倖設の霊童生するととろ、ｾ縦。絞辺にも多いが、情熱の

南濁』ては更に多い。

紀州路の放はまづFおから始めるととにしよう。

一、青岸渡寺

石が流t[ る? と忠、われる程玉石ばかりの谷川偉

いにパスが走る. やがて眼の前に整え た原始林の

頂から懸る宮下80丈飛龍の瀧。これぞノマックに飛

龍神社、那智紳制: 、背岸渡寺、三つ並・んで森巌と

め上 も完工い。

御身長 Ｘ 寸、如意輪観世音ｾ安置する青岸渡寺

は天正18年、豊直秀吉の弟秀長の重修にか‘ るも

の、最近閤管を以て大修理せられ た 桃山初期の建

築で、 ｴ ｴＺＺｾ 々室町或はそれ以前かと思わせる Ｓ な

もかけも窺われる。

さてこの地に来た以上、サ' j L- も石垣も是非手に

入れたいものは、那智黒と稽する碁石である。質

硬〈してなめらかに、言い知れぬ光海沿持っこの

石は恭ｾ知らぬ者もちょっと手に縮れてみたい。

叉硯とえ主つては細やかに墨をおろすので珍重ぜら

t : 、砕石又はその鐙建築の接続などに用いてなか

なか高雅である。

二、道成寺

西顔逝鵡の旗は悠長なるがよろしい。第二番札

所紀三弁寺えの遣すがら、湯の町白演に程近い

富田川ｾ上流え約 Ｓ 里の脇道、とこは栗栖川村大

字真砂〈マナコウ、ここから南園の情熱娘清姫が

安珍と呼ぶ山伏を追って走ったという綿々たるそ

の道をた E るととにしよう。

時は醍醐天皇延喜延長の頃、この地に住む武家
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真砂荘司藤原清衣の雄喜代が物語の本傘、いま庄

司屋穀と稽し、時代は歩っとくだるが園家の位碑

『亡、民挙道悟f言土延賓元丑 4 月14日死去42蔵、俗

名真砂重左衛門尉藤原清友とあるのは清失の後喬

と言はれるから全然無稽のク〈り話と言い切ると

と材、できない。との喜代とそ道成寺ｾ有名にし、

長唄娘道成寺そものせしめた功努者である。

アメ リカ娘がプ 4 リードの名一盛手をピストル

て撃った ことぽつい先頃の新聞特穫となったが、

余り瞬間すぎて頼りない。それに比べるととれは

また物凄〈もあれなまめかしくもある。

寛砂から ＱＰ 里余り、急Ｚ流日高川ｾ蛇身となって

渡れ絡に安珍を道成寺の鐘の中に埠詰 tJ) て鐘諸

共、口から吐く焔に静かしたという、まととに熱

い熱いうらやましいような鞍懐を費える。

この寺は文武天皇の勅願によれ紀の道成公の

建立したもので、七堂伽藍の落成したのは大賀元

年と言われるが、筒 ｌｩ 止に衰えて跡ｾ絶ち、その後

室町初期に至って本堂、二王門等再建せられた。

しかし鐘機材清娘事件に焼かれて以来幾度建て

て も烏有に蹄すると言われ、今は只苔むした礎石

そ践すのみ。

異色あるのは本堂け南北共正面の如く、全体的

に見れば南が正面であるが、北は都銀護のためか

くは浩替せられたので喜うると言う。

三、虞八幡宮

杖に頼れば猪ク瀬越えの険、今は気安く汽車の

入、鼻黒々とトシネ ｊ レｾ越せばここけ、有田郡贋村
ヂ サ ハ ー シ

の小泉八雲によ b生榊様として世界に紹介せられ

た所謂「稲村の火」の美談のところ。

話の主人公演口待陵翁( 翁と言っても常時はま

f三35践の青年であった〉は初代和歌山鯨々舎議長

であった人。村の大量と言われ村人( I j : 常に隼敬し

ていた。

との村松湯漉海に面した如何にも津浪の来そう

な地形である。

翁ぽ自らの田の稲に火ｾ放って村人ｾ避難せし

めたという津浪は、安政元年の大地震のときであ

るが、その後私費を投じてこの海岸線 に大堤防を

築参、上には頑丈な桧そ植え、堤防の庭々に鎖扉

ｾ設けて海えの出入 ， 口とする金園稀な防潮林であ



る。堤防の輩きるととろけ翁創設にかかる耐久中

製( 現高校) て、程近いととるに同家墓所があり

翁の命日には接生や村人達ぽよく参拝している。

かくの如く位舎人類に量定した翁は、最後にその

銅像までが今次大戦に醸召して、今はその台石の

み和歌山峻内に盛っている。

さて村人けその梧陵翁の賠じた火の明りを頼り

に一回数にかけ上った小高い丘材、民八幡紳位、

本殿及び境内枇二祉は何れも室町建築で、極く最

近園費を以て大修理せられたが、 E とか{ 弗寺建 築

に見るような細部のうかがわれるのは室町時 代の

紳吐建築の特徴とても言- うべきか。

四、滞妙寺

ここは人も知るみ治、んの本場、懸内で十1有閑み

かんと呼び、 J際外では紀州、|みかんと言う。更にと

の地方に来ればこれ防何村のみか ん、何山のみか

んと言って舌端銑く食べ分ける。

とれそ輸出するに、その背け7. 1 < 垢維とって白帆

に任せ、遥々と江戸くんだりまて下った もの。今

は汽笛一撃陸からでも海からでも難なく積み出さ

がる。との集散地箕島町はみかんの誇りの外『亡、

浮妙寺という良い建物t.e持っている。

本堂契師堂と多賀塔防錬倉初期のもの、! 係下に

存在する同時代建築物中の優と謂うべく天井、須

璃壇、基股など古建築の貴重なる研究資料でaうる

五、紀三井寺

紀三井寺は春の景 t.e最もよしとする。殺の名高E

山とふもとの標、赤い櫨門の上に見える背さびた

本堂。多賀塔、鐘棋そ配したととろ正に天平の昔

の給模様である。営寺は光仁天皇軍E亀元年、唐f曾

i i T 光により創ぜられたとするも詳かでない。

模門、多賀塔何れも室町建築、鐘模( 袴腰〉は

桃山時代のものである。殊に特識ある楼門など、

古建築研究家t.e よろこばすだろう。

とこから主要めば正面に和歌の浦、右手に和歌山

被批准? ー撃に納9 ) . がらりと費った景色は又格別

である。

ア カ

和歌の滞は聖武天皇により明光の浦と命銘せら

れ、特に官t.e置いて保護せられた、とあり、園立

公園の鳴始というべしいま事新らしく喧傍ぜら

れているととと思い合せて興味深い。

和 歌 山 西 之 丸

六、和歌山城

イ カ

天正13年、根来、雑賀( 和歌山市) Ta- 略し? と羽

柴秀吉は弟大納言秀長そ封じて城t.e築いたのが始

め、続いて浅野幸長等封ぜられ、豊臣波落により

元和 5 年徳川額宣城主となり、以後幕末に至った

が、との和歌山城は昼難( 1 ) の相があったものか

弘化 3年落雷に より焼失して嘉永 3 年再築、その

技術の優れたるとを以て国賓に指定せられたが. と

れまた昭和20年 7 月 9 日空から降った火の雨によ

って炎 L 今はただ二つの主主門と奥山の鐙模そ建

! 日和歌山城下市街之聞く交政入年調〉
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ずのみ。奥山の鍾桜ーは吉宗が紀伊から

封ぜられて将軍となる 2年前、正徳 2 ト

年の建設になる徳川中期のかなり古い

ものであるが、建物は組末で観賞慣値

に乏しい。大低の鐘棋は信仰的封象で

あるに比ペ、とれ伺城下町の時報と再審

士登城の合圃に用いられたもの、家老

? とち上下幸与に威儀ぞ疋して登城するさ

まが偲ばれてほほ笑まい。

てんてん手ん誌の童謡に優しい殿畿

を遺憾なく蛮却した紀州さん、寛政の

末頃は本害宜長を招いて訓J i ' 請い、文

化 5 年にけその養子大卒を和歌山に永

住させて藩士の政養に力め、幕末には

文明開化の殿様として・瓦戸の本家から

院まれたという. 街の計惑を見でもな

かなか営時としては思い切ったもので

あったらしい。

叉治山治水、産業開琵に深〈意J i ' 注

ぎ、平野の少ない紀州、1f ' J 林産によるべ

しとなし、傾斜地ぞ利用しては密柑そ

値えしめたと言う。

道理で紀州、|様の菩提寺付密柑の本場

演中村にあり、長保寺という。本堂〈

種迦堂〉多賀i番、鎖寺堂何れも 鎌倉時

代、大門り室町時代のものであるが.

中で も多資格、須菰壇など珍らしい番

考長料とされている.

文政八酉年和秋山ニノ丸大奥賞時御宿委之倒

( '  r -

f  

¥... . - - 戸

.. .''..__..二γ 二; 入Whf - =-7干!?「¥;!t: t 夕、ニコヲ
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七、大惇法院

紀泉園境和泉rLI 服右横切る根来街道

の聾する揺谷沿い、老掛谷に満ち楓の

紅葉山にひらけた幽境を人呼んで根来

寺という。

建築史上著名な大塔の直うるとごろ、

塔は永正12年の落成と言い、首時一山

の僧坊 3千 8 百余、初め自衛の詩に設

けられた僧兵け足f . 1 j の末頃紀伊の一大

勢力となり、天! E 12年小牧長久手の鞍

に家康 に加わり秀吉そ破って以来秀吉

の御舞えめでたから歩、絡に翌天! E13

年大閣のー恒に金Ll J 焦土となれ残る



もの多賀捲と大帥堂のみ、今 も住、扉に歴然た る

常時のまる弾の痕[ 寸懐古の資料となる。

塔の隅木!l? 支え? と 4 本の桂同梢々不似合なのは

後世のものか、停説による 「根来兵火の節榊龍現

じて火栓防ぐの図」にはこれが見えぬ。

当時盛んであった摂来信徒がアルバイト の漆器根来塗

はi司山浪花5と共に廃絶したが、そ C 後黒江訟と して干写現

し、 ｩ 海南市 の 主主 ｧ ｩＡ主Ｚ ｾ誌 となり、各種 食 器、 籾皮 は 勿論 、

主主兵、天井、 軍足後. 控体等室内詮獲にも応用されて市街

である。 ，伶奈良@従来設、能登。 I給烏塗もと の泳れと

いう 〉

八、 高野山

海抜 3 千尺、これf立の高さならばアメリカえ行

けば建物 れともありそ うで、高さを以 て誇ることは

できないが、この山頂に30万坪もの平野があ れ

しかも使って使い切れぬ水がこんとんと湧き出て

いるととね不思議なくらいで、正に弘法大師のお

力か も知れない。

それが放にか ととは 1 千年のすから 総て自然 の

水洗便所でaうる。便所に跨けば下同サラサラと 流

れる清水に水鏡もできそうでうら辱かしい。

昭和の初め、下流の有 国川流域が耐らぬという

ので金町の汚水そーケ所陀集めた大浮化十曹を遣っ

た が、 とれも亦珍らしいとと で、福化されて出て

来る水は一寸し?と瀧である。

山内の人口 1 高、その 1 密jは僧侶を以て占め、

寺院の敢 120 余、 登山参範するもの 1 万余そ僚に

牧容し得 る宿 坊設備等、イ弗郡高野と 自負するだけ

のととはある。

寺 は何 故にか くもよ〈 焼 けるか ? 寺 院の火災そ

起 した 数にぬではこの高野山を以て v コー f 破 り

とす るか も知れぬ。

小さ な火災は判然 とせぬが記 録に表わ れた もの

ぞ列 車正すれば、

天日書6 生存 6 月、 務官によP 奥の院堂塔及び拝殿焼失。

永続 5 年7 月、 落雷により 大港及び御影堂を主告す務伽

ｾ 全部烏宵となり 、 寺坊 ＿ｊｬ［ 類焼ナ 。

久 安 5 年 5 月、 落雷により大F書官者堂l司時に焼亡。

大永元年 3 丹、前代未聞@大火あり 、堂塔 rv 1.J足首藍に降

ナるもの50余字、院家。類最善 8 百余坊。

貞勝 2 年 六 塔 大 破 〈原 因詳かな らず〉

寛永 7 年 官 火 の た め大塔焼失。

ヨミ保14年 大火 bてより大塔焼失。

昭 う お ｬｾＧ ｯｦＮ 金堂炎上。

i由i 野 山 金 盆

山頂に位置し且つ大塔の如きけ高さ 160 尺も言う

る建物だけに落雷の災が多かったようでaうる。

以上のようで、高野山も背の姿その偉そ残すも

の僅かに五指主主以て数えることができる有様であ

る。即ち金剛峯寺不動堂、同薬師堂、襲師堂、位

牌 堂、 金剛三:V[c院、多貫塔及び終戴 ( 以上鎌倉〉

奥の院経議( 桃山〉等である。

併 し、新しい建物必- r しも捨つべき に非ゥ九迦

藍の中心である金堂は昭和 7 年に、大塔は昭和 9

年に、 大師一千百年渥 忌を期して全宗の全力 !l? 注

いで再築せられた鱗筋コンクリ ート謹、 幸与は昔の

装そのままで、 結構 ぽ奮の批巌 tて優ると言われ、

その威容ぽ千年の後 に も遺 るであろう。

念進パラヅクの慢性患者 lれ これら古建築の良

心的作品の前じ慨塊究・醒して、昭和の大作 !l? 千 載

の後 に遣すように言うりたい。

〈筆 者 和 政 111市建築課長 〉

伊丹平安麗i 寵

Ｙ ｴｊ芳雄ｾｾラー

遺書

? 卸裂l 験 壬 風 早 ビ

雲EA右千年 7

Y議長会主 'c j  

f 主雲 i i，. J  

吉宮経 7 干霊

大阪市; 長 誼 区 臨 億 缶 詰 角

株 式 曾 社 タ カ ヲ 酪 曾

代 表 取 締 法 f系 科 遁 治
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観 光 喜 代 門 族

紀南方商の温泉主使館ぽ数多ありますが、湯川の

喜代門技館がよく話題そ賑わしている事が多い様

です. それは温泉の湧出量の豊富な黙で、特に有

名さがあります。その経管主生駒千里氏から新た

に観光政舘計劃に就て緩々懇談の結果、此の地湯

J r I が絶景地である事を再認、いたしました。

現夜の喜代門放舘は和歌山県草東牟婁郡那智町で

妃勢西線湯川騨下車北方へ約 1 粁卒、 e徒歩15分間

ｻ立で到着しますが、今般計量 ｾｊ の地貼は轄の南西、

山寄りで園道に沿い、一般地面から 9 米突高くな

っています。此のJ l t 下に錨遁局に於て「紀の於島」

と銘記した大きな三角標桂. a - 立ててあるのが注・目

されます。その「紀の松島J . a - 目下に眺め、勝浦

港と太地通いの横帆晴、魚般の寛帆、片帆が島を

縫って行き交う景色、勝又速くけ太平洋航路の大

型汽臆が水平根上. a - 諦かに煙. a - 引いて航行して長

閑な眺めに見入った時、民の絶景だと感ぜさぜら

れます。とれに加うるに今一てつの豪華肢で、他の

追随を許さぬ情景に恵まれている事は

「紀の松島J の合い聞を通して造か彼

方の水平線上から、民紅の太陽が浮ぴ

出? と瞬間の眺望は一入、特別な快感さ

そ満喫するに充分と思われる。

こういった絶景そ食堂、浴室、各客

室から夫々居ながらにして包容、讃美

の出来得る事に重貼. a - 置いて、建家の

地盤面. a - 雛壇式にして配置考慮そして

います.

備叉、海岸から睦めた場合は図道が

9 米突高い関係上、建家が山の中腹に

二階卒函国

1 誠 客 室 4 便 所

2  女 中 室 5  ホテノレ室 57室

3 物 入 6 浴 室 上 部
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館 案 計 画 就 て

布 袋 図 雄

1fLいするので、良〈目立つのも本計劃の特長とも

云えましょう。

敷地 ( A)  3，082坪

但) 1，i 46坪 合計 4，828坪

想家工事同第 1 期~第 3 期に分割の殻定

建 築 面 積 く坪〉

|第 1 期 分 | 完
成

1  階 H37. 5 1，315. 25 

2  階 435，0  884. 25 

延 1.072. 5 2. 199. 50 

枚 容 能 カ

昔年 1  期
フe全i¥砂

成

室 嚢t 33 104 

客 人 数 70 212 



倉庫、洗濯場、自動車庫等の計癒強定になって

い 去 す 。 ( 完j

敷地 ( A) 、( B) となっているのは、閣道と山と の

関係上隣接しているが 2 筆となっている。

ミ故に大部分は ( A) 地に配置して、 ( B) 地には客室

の一部とダンスホール、三f . 突場、使用人宿舎、
和歌山分室勤務〉く筆者・日本建設産業株式合軍土建築部

目 ー .  ，.  ・・ ... 

一一一
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和 歌 山 燃 に 於 け る 住 宅 の 賓 情

1 序

職時中に於ける住宅の消耗は変に: ; t 大であり、

その影響によって起った住宅問題は職後に於ける

諾留の重大な世舎問題の中でも最も深刻なものの

一つである。而もその解決の方途が住宅難に悩む

問実の各個人に個々の性宅ｾ奥へると云う方向に

しかないと云う貼からして、その解決が非常に謹

延せられて居る。即ち食糧や衣料の問題は増産と

間給の綜合的施策によってー隠その面に於ける解

決は出来、各人が如何にして之そ取得するかと云

う事は特に心配しなくとも解決出来る貼はそれが

消耗的なものである鮎から営然な事では言うるが、

住宅問題に比して解決しやすい貼である。叉一方

消耗資材の不足の問題はその普通的必需性と消耗

性の放に園民一般にとってほ r 同ーの程度に就て

問題となって来る。然し住宅の問題除、安定した

住居を持? とぬ者にとってはー置に深刻な問題であり

乍ら住居の安定を得て居る者にとってけ一恵封岸

の火災脱される問題である。更に住宅の建設費が

一般園民の生活程度に比して高債でb る事は、そ

の個 人的解決の困難さと、企業としての住宅供給

の非保算性を来して、結局公共的な住宅供給が大

きな処割そはたさねばならぬ事になって居る。

此の問題の解決を如何にするかを考へる篤に、

先づ住宅難の管情ｾ考へて見る必要があるので、

昨23年 8 月行; まれた位宅調査其他の統計T.e参考と

して和歌山 l臨に於ける住宅難の愛情主主解明して見

た v 、と思う。

2  現在の位宅事情

住宅問題は量の問題と質の問l出二分けて考司へら

れるが、量の問ｾは叉教の問題と大きさの問題に

なって来る。D. Pち各世帯毎に濁立し且つ適常主主大

さの住居を奥へる事が最後の目標でるるが、現j伏

に於てけ敷的な不足を大さ及び質の低下でまか7; ; :
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奥 村 鮮

って居る状態で而も地域的な不足数の偏在は、ひ

いては世帯の不自然な分散の原因となり種々の枇

合問題を引鎚して居る。そとで住宅事清を解明す

る震に先づ敢の問題ｾ調べ、ヨえに大さ及び質の問

題そ之に関連して調べて見度いと IJ. う。

4 、住宅の並立

住宅の不足け金閥的に見られ、戦後都市に於て

特に甚だしいが、その線数十古約 400万戸と去はれ

1500万乃至2000:万の人が正常な住居を得られたν、

で居るのである。之を和歌山鯨下に就て見ると第

1 表の機になる。

第 Ｑｾ 長 和田買山市南下市君 ｾＳ Ｑｈ主宅不定数

区 分 : 令! 膝下 市 書官 郡 部

世主 平野 草主 216，570 69，884 146，686 

住 宅 君 主 194，394 58，917 135，，477 

世惇重立と住主を 22，176 10，964 1] . 200 

宅敏との

住宅不足数 約 22，000 約 10，900 約 11. 000 

即ち一世帯一戸そ奥へる矯には更に 22000 戸を必

要とする。之はさをl醗民の 10%強が位宅不足に悩ん

で居る事を示し之; a 全部同居に依ってまか主主って

居る位すれば金! 際民の20%が不便E つ不除快な居

住欣態に悩んで杏る事: こなる。叉之そ都市別に見

ると第 Ｒｾ 長 の 如くなり

第 2 表 和 歌 山 焼 ド 各 市 之 住 宅 不 足 扶i兄

直 分 | 舶 用 | 世 得 数 | 不 足 政 | 不 足 率

手日:歌山市 36，S27 44司742 8，115 18.0%  

新 宮 市 7，440 8. 313 873 10. 5 

￬ｾ 南市 7，052 8，128 1，076 13. 2 

回 遊 市 7. 708 8，701 903 10. 3 

和歌山市に於ては18%業の他の市及び郡部陀於て

も平均10%の住宅不足が見られる、との他に - ffi?:



住宅があると云う事に統計上けなって居るが、賞

際は住むに耐えない様主主俄小屋、物置等陀住んで

居る者が、約 ＶＰＰＰ 位帯も あ るので、之ｾ計算に入

れると 28000 戸の住宅不足と云う 事になる。

同居世特及俵小屋等の非住家居住者の問題ぽ住

宅の質の問題 として後述するが、之そ解決するに

はやはり撒的充足が必要であり、叉数的の充足 も

質の問題ｾ無観した不良住宅の増加ぽ却 っ て問 題

ｾ複雑ならしめるので或る程度の質を伴 う 住宅に

依る量生的充足でなければ問題の解決とはなり得な

ν、。

官、住宅の質

以上述べた様に住宅の敷的不足はそ の質の低下

即ち同居友び不良 ( 過小〉住宅乃至は不良化すべ

き質の悪い住宅の新築l乞依 って補はれて来て居 る

ととで質の問題け大さの問題と 構 造設備の問題に

分れて来る。

a 、住宅の大さ

先づ大さの問題に就いて現扶そ知 る3誌に第 3 表

に懸下及郡市別の 平 均昼撒及居住人員の 表 ｾ描け

て見ょう。

第 R 表 手日歌山軍事下郡市男リイ圭宅規模並に居住密度

lf 宅食品| 誌守引計人塁、

三一空Ｍ Ａ 一二竺 ｾ ｉ 4. 87 I  3. 34 

和歌山市 1  1Ei . 24 1  4.61) 1  3. 49 

新 宮 市 1 12. 82 1  4. 30 I  2. 98 

市 部 計 i 11) .71) 1  4. 63 1  3. 40 

郡 部 1 16.1)) 1  4: J 8  1  3. 32 

会 溜 1 16. 21 1  1) .o4 1  3. 47 

阿 市 部 1 16. 82 1  1)，21) 1  3. 20 

l司 郡 部 I 20. 1)1) I  3.60 

ｾｰ ち上の表に見 られる 如く一 戸営 りの昼教に於

て金 司 平均ｾ遥 か に下 廻 り、 居 住人員の 平 均敷 の

少い事に依ってわータかに均衡や保って居 るが、一

人営 りの昼教の比較に於て見ら ず1 ; る通り鯨下平均

ではさを 寛 平均ｾ 2. 5%下廻 り、市部平均はやるよ

いが、新富市の如き 同 特にひ ｲ く全 国 平均ｾ下 廻

る事 i % に及んで居る。叉和歌 山膝の特殊事情と

して郡部の一人首り昼数が市部平均を 2 %強下組

り、 全閣郡部平均を 8 %も下廻って居るが、之付

従来多く 海外に出て居?と移民が引揚けて同居して

居る者が多い矯で ある。

弘 居住欣 態

以上は卒均 の 紋態 で あ るが 、資際には 平 均 ｾ ｬ ＭｪＧ

る か に下 廻 り、 居 住僚件が生 否 最低限ｾ割って居

る場合も相醤敢にの帰るのてaうって、別の資料に

依って之を見れば第 4 表及び第 5 表の通りでああ

和 4 表和歌山市住宅居住密度分布

1人為リ 1
1
入賞 リ劇1

1人質 リ

Ｒ ， ｾ以下 Ｒ ＭＱＰｾ Ｑ＠ 10丞以 ト

1 4 % 

%上手専用佐 世帯計f主居
29 70 

15 82 

fji 世帯移住居

二日

80 2  

併用住宅 合世帯住居
6)  1  

骨十
80 2  

離 世 轡 住 居 15 82 111 3  1  2  

合 世 帯 住 居 23 I  70 

車息 官十 J 6 I  82 

箆 5 表 新宮市住宅居住密度分布

1J L2徐8量D以下1

1人

2

・曲~り

108E||l

入

1

・

0
什昼

D

以上

寧世帯住居 1 3 % 8 4 % 3 % 

専用住宅 合世帯住居 33 66 1  

計 14 83 3  

単世帯住居 16  81 3  

併用住宅 合世帯住居 21 71) 4  

計
17 80 3  

耳R 1t!: 平静住 居

会 世 帯 住 居 31 I  67  I  2  

総 昔，-
14 I  83  I  ｾ＠

即ち和歌山 市内にBきでは 1 入党 り昆致 2 未満の

ものが全 体の約 16% を占め特に 2 家談以上の同居

住宅では その率が29%に も及んで居る。

叉新 富市にBきて ぽ同じく 1 人常 り2 墨未満: ; ) 、

のが1 4 %、同居世帯ある住宅のみそ採って見ると
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3 1 %と云う高率になって居て如何に居住駅態が悪

いかな表はじ工居る.

以上単に 2 都市の例を採ったのであるが、先に

掃けた第 3表でも見られる通り、和歌山 J婦に於て

は郡部に於ける居住者 1 入賞りの墨敢の方が市都

より も少いj伏態にあるので全的軒、に見ても約15%

の住宅が過密居住の3状態. t . e 余儀なくされて居る事

になる. との内、 iii 世帯住宅であっても極のてノj 、

さな居住部分しか持たぬものが市部では約1200戸

ある。此の数は過密度住居監の 15%、市部全体の

約 2 %に骸賞するが、具体的に云へば、わす干かに

片すみじ居室虐待ーつ、 5、6坪の関市f建築の如きも

のがとの中に含まれて居るのであって、漸次士曾築

に依り居住性右t脅す可能性はあるが、 j)、‘ る方法

ぞ以てしでは、かへって保安、衛生上から見℃不

良性ｾ増す事となり他の面て住宅問 題 の解決ｾ困

難ならしめて行〈 事になる。

然し経済紙態に大して費化のない限り、各個人

にかある住宅の改善を望む事は殆んど出来ない、

叉民間企業としての貰家建築が採算性そ欠く現放

では図叉は公共闘体による住宅供給に大きな責任

が負はされる事になるのは己むそ得ない質i脅であ

る.

C 、現存住宅の建築時期 及所有関係

住宅の質の問題に闘する他の資料として、更に

佳宅の建築された時期在職前、戦時中、数後に分

けて調べて見ると第 6 表の様になる。

第 6;濠 住 宅E量築時期別劉合

| 職 前 | 戦 時 中 | 験 後

三 m 一「- w- 「一夜一
I  87. 78 I  2. 92 I  

市 部 I 74. 60 I  4.40  

和歌山市 66. 69 

新 宮 市 72.92 1. 40 

f毎 百富市 96. 16 0. 72 

問主豊市 D3. 85 1. 01 

郡 部 Ｙｾ Ｎ ＵＲ＠ 2. 27 

会 幽 83. 96 4. 19 

市 部 75. 78 4. 78 

君Z 部 88. 54 3. 86 7.60 

38 

之に依って見れば、職後建築の比率が、和歌山

新宮南市に於ては全園市部平均よりも多く金鯨的

には全圏平均. t . e 約- 2. 5%下廻って居るの段、前記

南市以外lこは殆んど鞍災. t . e 受けて居ない震でaうる

然し之を第 7 表の戦災( 新富市に於ては昭和21年

末の南海大震災を含む〉に依る住宅融失の結果と

比較して見るし

第 7 署長 和歌山県草下各市の職災による宅住喪失

緩災前戸鍛 滅失戸駁 滅 失 率

県長 下 183，065 37，451 
20% .5 

市 部 66，246 33，603 50. 7 

和歌山市 46，G19 28. 174 60.4 

新 宮 市 8，703 4，256 49. 0 

海 南 市 5，906 697  11. 8 

国益基市 5，018 476 白.2

郡 部 116，819 3，848 3. 3 

南海大震災による被告存を含む

滅失塁容に比して如何に復興が遅れて居るか♂分

る。此の現象の原因に就いては後に述ペるが、要

するに主要産業? とる綿紡織、木工、染料等何れも

職災の痛手. t . e i . 亥復するに仲々 手取早く行かぬもの

のみで経済的復興がお くれて居る結果と考へられ

る. 又参考の震に、現存住宅の所有関係に闘する

資 料 として第 8 表. t . e掲I i ・て見る。

第 ｂ 表住宅所有関係類 ｾｉｊ 表

I 持 家| イ昔

協 下

%  

同 支 部 46. 73 46.47  6. 80 

! 司郡部 78.39 16.83 5.23 

之に依って見ると、全般的傾向としては持家の



聞に大して発はないが、給奥住宅と貸家建築との

聞に於ては一般借家に頼る豆容が他都市に比して相

官 多 川 島fl ち一般に工業の規模が小さ く、 家内工

業的或はやや蛮達したものでも工場規模賠て給興

住宅を持ち得ない程度のものが多い事が分る。

3、今後の見透し

以上述ペて来? と棋な佐宅の現蹴は r ぅ推移する

か。 叉如何にその問題を解決すべきかを考へる掃

に先づ戦後今日迄の建築の推診を考へて見ょう。

イ、職後の住宅建築j伏況

戦災直後の住宅復興は陣歓バラックカて大部分注

占めたが、之は億三主的なものとして別に考へす: ば

一般の自力で復興したものの数は第 9 表の通り で

第 9 表和歌山県落下住宅建般戸敏

市

一

一

部

E百平面1'1

- 23年 8 月

13，814 

6.746 

話 李 副

- 2 4'<f- 8月

1，490 

1，360 

部

普11

最近の建築# ) ( : 侃が非常に悪くなって居る事が目

立って居る . 之に射して園庫補助叉は融資によっ

て建 築された住宅; ; e 見ると第10交の通り である。

第 10表 手口敏山軍事下計重住宅戸敏

| 21年 I 22年 I 23年 I 24年 | 計 |

[ 医炭住宅I 400 I  44 7  I  420 175  I  1442 

計 I 1061 I  850 I  628 2849 310 

同様に漸次減少の傾向にある。

宮、 佐宅針策の課題

以上越べて来た様に現般に 於て材不足戸数 2，80

00戸と云う事になるが、之t少年と共に如何に費化

して行くかそ考へて見ると次の如くに友る。

第 11表 和 歌 山 廊 下 住 宅 建 築 所 要 数

|人口増加| 災杭 よIf]， 'tt 1自然附|
にのよるも充る滅失補小 r官十繍に封充ナる

計

23年 安 一 一 一
28. 000 

24 4，300 400 4，700 6，ろ00 ]1，200 

25 4，400 400 4，80O 6，500  11. 300 

26 4、5;)0 400 4. 900 6，500 11，400 

一

27 4，(¥00 400 5. 000 f¥，号00 11，500 

28 4，700 400 5.100 6. 50'-1 1l，GOO 

官十 22，500 2，000 24，!i OO 32，巧01) 85. 000 

即ち、昭和24度から 5 ク年聞に 85000 戸在建設

せねば住宅難の解決 iす望め友いわけで年間平均17

000 戸となるが、之に封して自 力で建設 される住

宅の数句、資材の批抗、資金の紙、況; ; e 勘案して見

ると年聞大体3000- 3500戸[攻であり而も先に行く

程資力の無い者が住宅難に悩む者として主義されて

来る事を考へると次第に減少するのでr . ! " 友いかと

も考へら れる。 上述の 3500戸が出来たとしても所

要量の弘、偲りに自然消耗の建更九三世 5 年間 t c r.!

考へ ないとしても弘{ まにしか蛍らない扶視である

との自力復興の低調; ; e 圏叉は地方公共囲休の資金

に依る台宅建設のみに依ってカパ戸する 事は到底

堅み得主主い。之; ; e 解決するにぽ自力復興; ; e 何とか

して促進する様主主方法が、計画性宅の建設と 共 に

強力に推進ぜられ; なければならない。即 ち資金、

用地等の血路ぞ融資、法制措置等に よ り自力建設

の意欲を引出す様な方法が必要と なって来る。 之

に劃しては本年の常初頃から具体的: な問題 となっ

て 来た位宅金融公祉の設立、或は農地法に匹敵 す

る強力な宅地取得に関する法的措置等が賓現し主主

ければならない.

4、結び

以上述べて来た様に数字的には非常な佐宅難が

あり、又事貸住宅不足に悩む人々にとって は賓に

深刻そ極める問題であり乍ら、そオ7程に全圏雲ミ的

主主輿論としての迫力が無い様に見受けら Jねる。即

ち遣に去へば住宅難ぽ見掛けより ぽ温かに賢汎、

深 刻なのでaうる。叉最近特に顕著な傾向を見せて

居る問題 として火災に依る消耗の問題がb る。

( 41頁え績く 〉
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第 二 次 法 隆 寺 現 獄

調 査 園 調 査 報 告

去る 8 月20 目、日本文化をまもる合、民科、新 述 、日

本美術舎では第二次法際寺関査聞として S 名 の関査員を

波遣し た。

一、防査目的

法隆寺金堂焼失後o tAl伏問査

1、金金焼失後。法隆寺防火事f銭。主主行j伏況

2、今年度第i算 の使途

3. 大岡 'ft B庁長、浅野 清 技 師 休 職に至る内情

4、第一次調査後の工$ 完走況

5、法隆寺保存機構と図貧保存法主@ 関係

二、鯛査概況

1、金堂焼失・直後防火針策変 としてH自家より 50万円

支出され、 とれを以って遜曾 針、消火栓、ポン

プ、火災者報器が略々完全に盤ｾ有吉れ、更に夜

絡を交呑制で 2 名置くようになった。

2、今年度線算 3，001 万同 〈内 1 万回 は剤質保存法

による太子悲賛舎より の支出〉は、今年度主書、

金主主工事に必要な材料費、人件費等を充分に補

し得る・様である 。何人 件費中保存合議袈が多額

を占めみ見込みである。

従来工事費中より研究費が支出されていたので

あるが、今後 lま寺側m所長らの意向により科暴

自力良心的研究調査復原方面は無腕されようとし

てい る。

S、( a ) 浅野氏博物館綿任。第昨年11月法隆寺調貧

保存工事専務河内。機ｾが漫更され、所長大間

賞、傍物館技官策法隆寺技師浅野清、庶務主任

古西武彦となり従来浅野氏が庶務主任を余ねて

いたのが分離した
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( b) 去る 7 月 9 日大岡、 浅 野、古西 3 氏は定書正

座布掴メー方 ー井上 渉氏 と共 Vl : ' l l t然座丹T園に

よる失火のゆえに起訴された。とれによ P 大岡

浅野両氏は法隆寺2え博物館よ百休職底分を受け

たが、庶務主任古西氏は猶現職。まま法隆寺に

止ま P 金堂主任。 重松にある 。

Ｈ｣Ｉ 寺大工は ｾｈ 霊鏡 ｦ 彦鹿 工事 の 時 、 浅野氏等ー に

よって努用さ れ た意書写見穏に搭本L し得な かった

怨をもってい た。

( d) 浅野氏在職中、同氏。研究を主体とナる良

心的な復興工事に不満を持つ分子は P 工事。お

くれ たととは研究。ためであり、金堂鎗失に間

接@ 影響を奥えた。 グと主張して寺側、寺大工

隊物館。ある人主主と結びつき大問、浅野両氏と

封立していた。

4 、( a) 大問、浅野雨氏の休職後、法隆寺工務事務

所長代王型余技師長としてぬ乾氏が補され、正式

の所長 Ｑ ＧＱ 米ナ ｾ￭￈ ってい な い 。 と｀定問氏は法隆

寺と金〈無関係となった。

( h ) 浅野氏は" M" 時、塔金堂の¥1/10J 大主草原模

型を作成中で模型を通じて、両氏の綿密な復原

研究を更に磁貨なものとして 、創Ij :i!1i!:初o IE し

い文化遺産を把握 しよ うとしていた。又浅野氏

は未だ夜 され た塔、金堂、基授。研究 等を昔十禽

し、そ c 成果が注目されていたのである c 然し

今やそ c 計画は7J c 泡に腸しようとしている。

くc) ｾ金堂主任は ｐ 研究。儒に多 ＼Ｐ 時間をさ

くととは許されない 。一日も阜 〈工事以前C 寄与

に再建ナる ζ とが我々。任診でる F 、復原とか

研究とかはニc 次であるグと言・う機t1; 寺C 代弁

的な言葉を我々に奥えた。

くd) 先日乾所長が塔姿 、空洞に 闘し次のような

院を澄表した。 ρ 塔c 空洞は塔建立。折、心柱

を掘立にして古車工し後に引上げた絡に出来たも

ので、心栓下部腐敗。銭ではない。グと、然し

同童書主任ｾ氏。賞ｩｉＡｉ ｊｯ 結果や技術的な研究によ

る詳しい設朗によればグ空洞は心往@ 腐敗によ

るものであろうグとし所長ーの設と喰遺ひがあっ

た。 とれに就いて浅野氏 は ρ 乾訟には何として

も解せぬ鈷が多いが、情研究 す べ き貼もある グ

と深長な態度で話した。ととろが乾氏は との問

Ilii. の空洞を砂で埋めてしまい、立柱式を念いで

いる C は何かむ意随あるものとみられる。

くと 0 "，野は 8 月22、23 日に開かれた保存協談合

で問題にな P 再び砂を取除き調査する事になっ

た。〉

( e) と@ ように大問、浅野雨氏を失った法隆寺

は工事主主賞者によって多 < 0貴重な後見 RJ 能。

分野を失ひっムある事 は見逃せない。

5、( a) 保存機熔は複雑であ って、而も 責任。所在

が明かでない、併し文部央官が保存事業部長と

して最高c 責任者であるとと は明らかである。

( b) 法隆寺は工事中そ の管玉里縫が文部省 に 惨さ

れ ているとは言え永続的に寺c 私有物であ る限



り事賞その」ニ i亡管長。総封泌がある。

( c) 塔心蓄を中にある合理社j容器及持軍獄事苦葡鋭は塔

建立年代と省内ーの様式を知る有力な養料である

のに管長。君事限で信仰C 重野精として雪量摘し愛表

する感が出来ない。金堂内部。伏荻も亦同様で

ある。

(cl ) 法隆寺保存協議舎は文部大臣@ 指名 によ る

委員より成り主として寺側に立つ老皐者。いね

むり揚とされ、去る 5 月。保存在Z談合に於いて

村回治郎博土の主主歩的な意見は管長宇多重立患者

と針立するととろとなり、 8 月22 目、 23目。曾

議以降は出席するととを文部省より拒否された

( e) 目下C 閣安保存法は寺c 私有機を絶封視し

協談合。患者 グノレ τ プは非民主的な方法で選任

される火星占をもっ、且脳貨をやたらに多く作る

彦事容も惚められる。

( f ) 閣質保存法によれば側室は出自民 C 宝ではな

く図書定の宝であると曾う感じを強〈受ける。

閣宝保存合

文部大臣→文ー部次官以下支部事務局

法隆寺←法隆寺湖宝→法隆寺劉宝保存工事事裁所

↑  3呆存事業部→墜画撲殺; 事業

塞徳太子 f  

司王焚合 員盟主Z保存協議舎

法隆寺援震保存関査合

三 、 結 路

( a) 法隆寺謝宝保存工事事務所は単なる' 現場事

務所。如き鋭を塁し、研究S校長一銭も出されず

猿且、今日迄 の￬￭ｉｦ ｾ成呆をあげ得たととは、過

去澄野7 i i I ' 氏始め大間 賞、服部勝吉、太田博

太郎 、坪熊古i、大潟i E 鮒俸の骨量氏。功績の大 き

さを知るのであるが、今日 c 最も主主主きな仕上工

事期に、大問、浅野爾氏を失い寺側。代弁者が

工事 ｴ ｴＺ ｾ ｩ る顎Ｚは甚だ ｩ 盆憾である。

くb) 趨宝保存法を入院。宝としての図宝保存法

として速やかに改正し寺の私有物件を排除して

且民主的な選び方で良心的、科与量的な愚者及び

民主悶体代表による法隆寺保存協議舎をもたね

ばなうない

くc) ー私寺の信仰の終に図授をもって補修工事

苦言行う事はポ ツダ ム宣言に拐 b かに反ナるし、

園宝の何ものかを知らぬや P 方であゐ。かかる

録。工事であるならば工事者存務所の現況とも併

せ考えて{ 直ちに工事: を中i とするブ7: がよい

以上によって我 k 調査閣は次の事を} 政府関係官苫局 K

要求し、庚 o 主情在全国民 K 訴える

1、優秀な図宝は人民c 名vc於て図家管理とする事

2、図玄保存法る改正し、麗主主保存合議委員を各王手

門高持者及民主間体。中から民主的に選出し、且

法隆寺機構を改正するとと。

3、法隆寺国宝保存工事事務所内 c 技術陣を刷新し

有能な身障者技術者陣容を抜大し盤えるとと p

4. 功績の多かった大問、浅野両氏を起訴したり起

訴とゅう @ みで休職にし、その生活を奪い路頭

に迷むせ る絞なｾｉＧｴは まととにｩＡ憾で、失火。

責任。所在を技術者。か K なすりつける事I ' l : ! i : 量

〈反封ずる

5、海獣革百葡鋭と舎利容器c 公開を要求する。

以上

1  9  4  9 年 月 日

36頁より観〈

法隆寺現献開査周

日 本 文 化 を ま も る 合

民主主義科患者協合大阪支部

新日本建築家主義回大阪支部

日 本 美 術 舎

住 宅 問 題 が 、 食 糧 問 題 、 衣 料 問 題 に 比 し て 一 般 的

関 心 の う す い の 段 位 宅 が 必 需 品 で あ り 乍 ら そ の 消

耗 性 が 他 の 二 者 に 比 し て 非 常 に 少 い 事 に 依 る の で

ある 炉 、 そ の 佳 宅 め 災害 特に 火 災 に 依 る 消 耗1舟兎

在 の 様 に は け し く て は 折 角 の 住 宅 針 策 も 饗 の 河 原

の石積み的た悲喜劇で言うって、住宅の不燃化の問

題も大き主主位宅針策の ー っ と し て 取 上 け ら れ ね ば

友 ら 歩 、 不 燃 性 住 宅 の 問 題 を 技 術 的 、 経 済 的 に 解

決 、 普及 する事を真剣に考へねばならない。

住 宅 不 足 の 影 響 す る 庭 付 皐 に 住 宅 の 不 足 と 云 う

事 だ け で は な く 之 に 依 っ て 引 起 き れ る 世 合 的 悪 影

響 は 問題 の 解 決の 遜 延 さ れ れ ば そ れ だ け 深 刻 な も

の と な る で重うろう。

佐宅問題段。遁曾えと商積と構造。を有する住宅

ぞ ク 一 世 帯 一 戸 。 供 給 す る 事 に 依 っ て 解 決 す る の

で は あ る が 、 そ の 解 決 が 遷 延 さ れ る 程 之 に 依 っ て

起 る 駐 舎 悪 の 重 大 佐 を 考 へ て 来 れ ば 、 。，佐宅難。

は 直 接 之 に 閣 ま さ れ て 居 る 人 々 の み の 問 題 で は た

く園民全般の重大な関心. t . e 以て解決そ困るべ き 問

題 で あ る 。 即 ち 住 宅 問 題 の 解 決 と 云 弓 事 は 単 に個

々の人に謝し佐宅主主奥へると云う恩恵的主主施策で

あると云う様主主考へ そ 全 然錦 拭 し て祉 合 全 般 の 問

題 と し て 認 識 さ れ る 事 を 切 に 要 撃 し 度 い。

叉 住 宅 問 題 解 決 の 施 策 も E互 に 業 場 し の ぎ の 醸 念

手常的なものでは却って禍根ぞ残す事と: 怒るから

少 く と も 最 小 限 度 の 要 求 を 充 す に 足 る 恒 久 的 な 規

準 の 上 に 立 っ て 一 歩 ー 歩 つ み 重 ね ら れ ね ば な ら ぬ

最 後 に 云 ひ 度 ぃ 事 は 住 宅 政 策 は 安 物 買 ひ の 銭 失

ひに終らね様政府立をに園民一般の遜 確な認識をｾ

む 事と、 之 を 指導 し、育成する建 築 技 術 者 の 本 問

題じ謝する確問先る認識を得る事でまうる。

49. 9. 26.  

〈録 者 和 歌 山 勝 建 築 課 長J
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本 紙 7 月蹴で恩問先生が、 日本の台所の非科事

性に就て改善を叫ばれているのを奔見して、台所

の文化的燃料であるガスそ供給 している事業者 と

して、まこ とに努力の足らぬ賄そ痛感する次第で

あります。

抑々 ヵ・ス i念、西暦 1792年英国に於て初めて工業

化され、 常初は燈用と してその美しさと安全、便

利な賠そ愛好されて吾闘に渡来し、全圏の主要都

市にヵ・ス 合ntt が創設せられたのであります。時代

の費避に伴って燈用から動力用、 熱用と して愛用

される様になれ叉副産物としてコーグス、ペン

ゾー J レ、ク V ゾー J レ、ナフサリ ン、 コー ルタ ール

硫安等が生産 されて、石茨主主瓦斯化すればエォ、ル

ギーの利用率は全く無駄な L と言うことになり、

との事r . t_ 園民経済の上から 、或防費源の有効利用

。〉見地からも大いに霊視される様じなったのでーあ

ります。

最近アメリカ大都市のヵ・ス 事情ず傍えられて来

? とのですが、米関は天然ヵ・スが多く、之に製造ヵ・

ス; a 混用すると言った方法を採っていますが、カ

ロリー l才4必って4800キロカロリー - 7000キロカロ

リ一位 まであります。との勲l 1 f . の高いヵ・ス; a 月に

200 立方米も使って 、理想的な台所と、快適な部

屋の媛房や浴場装置; a 作っていますので、生活 も

築 しいものと忠われます。

ヵ・ス料理器材寸ツチ; a 使わi ' - に何時でも貼火出
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来るし、才一プン等も好きな時間と温度; a 調整し

ておきさえすれば、外出中に も美味 しいお料理や

お草案号が出来ていますし、洗濯器、乾燥器、アイ

ロン等の勲もすべてヵ・ スが使用 されてい ます. 特

に冬季の部屋の媛房けフロヲーフアーネス fとより

各室に春の様えに媛寄託が送り込まれる裳置になヲて

いますし、夏の冷磁器等にもが「スが使用されてい

ます。

日本のガス事業は戟後の石茨不足 と、 車主災に 依

るヵ・ス導管の被筈等で、僅かに炊事時聞に大都市

の一部にカ・スがIJ 、量逸れる程度であヲ? とので す が

全開各社復興に努力 した結果石茨事情の好轄と相

候って、供給区域も次第に復活し供給時間 も増加

して差是 りましたので、最近では各位共新規引込に

努力致し、営耐: の場合、て も本年度 5 万戸の新設を

計書許して、文化関家の再建に寄奥したいと考へて

います。快適右: ガス風呂や瞬間湯 沸 器、料理器等

の設備によって米閣の様に科接的な業 しい家庭生

活が一日も早く宮現出来る様努めたいと思います

ヲたにアメリカ主要都市に於会るガス使用* 況そ

京阪神と比べて見まし ょ う。

一戸官官り一ヶ月ガス使用量

ごことニロ竺三三日竺土主也生竺l

83メさじ| オ!i 110 %  

180 グ I 180 Ｎ ｾ＠

120 グ 93 グ I 30 11 

セント 1  1  - - - 1  1- 一一一一一

ルイ :>.1 7126 ρ 1  94 グ 1 79 グ 119 グ

一一ー一一一一一l一一一一一一一ー一一l一一一一一一一一一一l一一一一一一一一一ー一l一一一ー一一一同

京 阪 神1 3600 ρ 1 3!i く現在〉グ

くE在者・大阪瓦斯株式合居士・技師〉

都市案 新木構造欝 持 経 持

新 規 格3001競による計算園表とその賓例集

木榔没 。 争Ａ＼ｖ金ａｊＨｾＨわた ｐ - k  J I t 例をあげて匹以切に説明

している。そ C 計算! 歯l表は30頁にわたD聖子者苦心。作

になるも C で，たとへば複合柱@計算など数時間を援

するも C が，本崎表によれば儲か十数分間j にして，1正

確に断面が決定出来るの建築科磨生。島幸習蓄とし: て，

又建築技術者の必wi 奮として是非座右に備えられんと

とをすふめる。

( 定慎 200圃・干 20園〉
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建 築 技 術 者 の 資 格 制

度 に 関 す る 要 綱 建 議

首題の件については畢曾、士曾、建設

業協曾及本曾の四圏体て建築技術者の資

格制度調査に関する四曾連合委員曾を設

け、昨年10月以来委員曾、幹事曾を開催

する事前後14al に亘り、鋭意前究中であ

ったが、過日・漸〈其の調査要綱の成案を

得たので下記の遇り関係筋に建議.した。

昭和二十四年九月二十六日

内 閣 総 理 大 臣

園 舎 議 長 自

雨院建設委員長 7'"

建 設 大 臣

日 本 建 築 接 合

日 本 建 築 協 合

日 本 建 築 士 舎

さを闘建設業協曾

建築士法( 俵構〉制定に関する建議

園家は閤民の生命財産の保護と健全な生活を確保

するために 建築場の災害を防止し、その機能ｾ遁

E にして文化の向上を計らねばならない。 ζ の目

的を果すために、科接的な数養と技能主賓務の経

験を持つ技術者に一定の技術的水準の資格ｾ定め

て法律ｾ以て義務と責任そ負し めて建築の設計並

に施工の管理じ営らしむる ことが必要でるる。

何て日本建築墜合、日本建築協合、日本建築士合

金園建設業協舎の四圏休では昨秋以来建築技術者

の資格制度調査に闘する四合連合委員舎を設け 、

建築技術者の資格制度について研気中で b ったが

今般別紙成案の; 湿り建築の設計伎術者に闘し新に

建築士法Ｈ仮稽Ｉｾ制定するととが我園建築界のた

め焦眉の急: 務であるととそ痛感するので、 事情御

賢祭の上一日も速に之が箆現について適切な方途

を講ぜられ度、建議仕ります。

建築技術者の資格制度に閲する

調査要綱

一、法律によって建築技術者の資格を制定すべき

である。

建築け商民の生活と活動の器である敢にその機

能の適正と構造の安全、衛生的な考E設が必要で

あると同時にその形態は美的構成そ持たねばな

らない。従来わが閣の建築物け概ね長い聞の慣

習の鐙に放置せられ近代の生活に適合しないの

みなら子、火災、地震、尉風等によって蒙る人

命と財産の損失が毎年走大なる額に上ることは

衆知の事震であるが、その原因は奮来の非科接

的な構造で言うるか、或は技術的に無責任なる設

計又は施工に基くものであったことは明らかで

ある。現在は建築物法によって設 計上の最低基

準そ定めて居るが災答の防止は之だけでは不充

分であって、法的に資格ある技術者陀責任を以

て設計、術工に営らしめその目的治確保する必

要 がaうる。世界各閣け数十年前より法律を以て

建築技術者の菟許登録制ｾ賓施しており、叉わ

が闘に於ても既に園民の茜療及び保健の指導に

笹師法あれ薬事に闘して薬事法あり、経理に

公認合計士法等があって夫々に資格とど定めて音色

許ｾ奥えその職責ｾ明かにしているに拘ら今未

だ建築技術者の資格に闘する法律が制定されて

居らぬととは甚だ遺憾で言うる。

二、建築設計技術者と施工技術者の資格と責任に

ついて

( 1 ) 建築技術には設計と施工との雨商があるが

放に、これらの資格も夫々これに適合した専

門的知識と管務の修習が必要で喜うる。

( 2) 設計佼術者に就ては今後法律〈儒橋建築士

法〉が制定され資格ｾ定めて完許制によって

設計上の責任と義務そ負わしめ一定の水準を

超える建築物については完許そ有する者の設

計でなけれ! ま工事の置施を禁止すべきである

( 3) 施工技術者に就ては既に公布された建設 業

法に於て主任技術者の資格が制定され賞施さ

れつつあるが、その資格水準の遜否について

は将来の問題として研気の告余地がある。

( 4) 設計技術者 と施工技術者との職責の限界ぽ

設計伎術者は苦: 闘されたる建築物を賢施する

ために明孫? な設計悶告々作成し設計図書の通

P に賓現するや否ゃを確認す る責任. : a有 し、

施工技術者は異えられたる設計図書. : a 誤りな

く理解 して建築工事現場に 鈴け る施工技術上

の指導と管理をなし安全疋孫・に工事を完成す

る責任を有するものである。
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三、建築設計技術者く債稽建築士》法の性格

く1) 一定の資格ある者に免許を奥え建築士〈侵

稽〉と稽せしめ、設計に劃して義務と責任そ

明確に制定すべきでまうる。

く2) 建築士( 彼稽〉の業務は個人の資格と責任ぜ

行われその所属の如何によらない.

( 3) 建築士の資格の水準は程度が高い程建築文

化は蛮遼するものであるが、わが国の現吠に

於てこの法律制定の始めよ b絵りに高きに過

ぎるときは‘ 特定少数の技術者のみ となり法律

の不通性が無くなるから現在の嫁術者 と今後

毎年度に有資格となるべき人員数と、その取

扱う建築物の水準とそ照合し t 遁首なる一元

的資格. : a 定めるのが安嘗である。術、蹟範圏

の建築物の設計そ封象とする必要Sうる場合に

は地方毎にそれに臆じて補助的に資格. : a 定む

べきでaうる。

( 4) 資格の決定は圏家試験合格者でまうり且つー

定期間の責務修習を了えたる者であることぞ

原則とするが発蛍り相嘗友製校の専門接手'I .; a

卒業したる者は試験を菟除しても発支え主主い

。又設計に関する賓務修習の場所及びその成

額は充分考慮して査定されるペきであろう。

くの他人の求めに揺じて建築の設計監理ぞ行う

ことそ業とする場合防 、その事務所冶登録し

その事務所信専任の建築士〈仮構〉によって管

理せらるべきである。

( 6) 本法運用の遁正在朝するため審議合; a 設け

その舎は充分に民主的な組織とし委員同・最も

公平の立場において建築士( 隈稿〉に闘する重

要事項を調査審議し、特にi罰則、紛争に闘す

る庭理は省事者 よりその事由主旨聴取 i 調査に

必要なる文書、 設窪Ｚ等［￦ 提出ぜ し め種目 ｜ｦｾ の機

舎を奥えて審議すべきである。

四、建築物法の改正

建築士法( 隈稽) の制定に伴い建築士( 仮構〉の自

主的創意工夫な助成するために現行市街地建築

物法の改正に闘 し遁蛍な考慮を沸われるととそ

要望する。 以 上
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建 築 積 算 便 覧 に つ い て

本便覧は昭和16年より着手せるも終戦時に外地

にて失い、昭和21年春より再び着手し難を菟れた

一部の残稿と業後の賓務に於ける統計、研究、先

輩の御指導、各業者や材料業者等の援助、其他各

種の参考響、文献の力を拝借し集録編集し、昭和

23年大略稿を終えたー資料であります。

本便覧は私のみの参考用と考えて纏めた物です

が、積算参考圃容の少い現今、; 丘謹の人々よ P復

馬を頼まれてみると一般の方にも些か参考に君主る

様な祭もしまして 、叉私有物としてー秘戴するより

は- 公開せよとの御意見 もあり、縫製を も省み歩其

の健建持協舎に寄稿したもので ib ります。

但内容については相官言時を終ていますので、既

に現在に向かぬ貼や内容の不備え主賄、数字の誤記

誤傾等を心配している衣第です。不備や誤記の貼

は皆様の御指導を仰ぎ最後に些かたりとも御参考

になる物にして完結を期したい念願であります。

との程セメントの配合率にアスフアルト・ J レ ー

ヒングの内容につき御意見を頂いた事段 、御詫び

を象ね厚く御躍申上ける次第です。何卒今後共御

指導、御叱P' t を仰ぎ改正を11日えたく存じておりま

す。後日に気付いた誤記や誤摘は本誌に正誤表を

程表させて頂く心事年で、御手数乍ら御訂正を願い

た く 存 じ ま す 。 ( 編 者 ・ 川 村 統 之 〉

本便覧の内容は一瞥の検討をしましたが、建築

家として参考資料の一端に値するもの と考えまし

たので毎銑描献していますが 、大方の好評を博し

ております。イE 内苓の詳細は寄稿家の責任にまうり

ますことをと御諒承 Jコ上、不備の鮪につきましてけ

筆者の言葉にもある様に よろしく御毅示まうらんこ

とを申添えます。 編集委員舎



建 築 積 算 便 覧 ( 第 6 回〉

3、鋼材切断・手L明ケ・ 鋲綴及消耗品

種 重量 E匹 位 手 間 〈 人 〉 機 械 使 用 ノ 勘 合

剣 材-

C . I 型 鎖 長 1 m・l kg=c 付キ 0. 010 

電 力 ・n 油切断工( 機工授車車工〕

旬j tifr 
ｌ ・ ｔ ｾ 銅 1/ 0.005  機械消却費・ ｬ 司修繕ｾテ考 ｬ 俊ＷＭ Ｑ

ノレコト。

飯 提買 厚 1 0 mm畏 l m= 付 0. 130 

|  干 し 明 。 方 法

:'1宇|

一 日 =切ケ得ノレ是正大本数

孔明ニ要 スノレ時間

孔 工場ｾケ 現 場 明 ケ

ー値.. . ー-ー ーー・

E耳

700- 1200 250 TE叫2 7  f J: 

法 T 7 l m mm

1( ; 00- 2000 

"  

0.5 秒

ケ
300 100 "  45 号守主

| 機 械 グ 3，100 
一

"  

S 手b

鋲 こ

工 法 P ペッ ト担E 工 場 打 チ 現 場 打 乎

. . ・. .

日

4縫 械 打

19mmφ 

500- 600 250- 450 

級 一 = 手 打 300- 450 1!i 0- 200 

忽十j

1 組 ノ 編 成 | 鎚 打 1人

手{ 専 1人
鋲迩ピ 1人) 合 計 5 人

キ

、ノ 押 へ 手 1人 鋲焼 1人

lif| づ っ 一 明 l…|〈リベット コ ー ダ 且

e O 0 5 0 m |  100本 = 付 〉 絞 油

4、 鋼 材 の 霊 量

L ・I ・C・T 製 鋼

k g/m じ断 面 積mm2 ) x  0. 0078!i 

匁 / 尺 〈 fI )  x  0. 642 

• 丸 錫

kg/m 〈 直 径 m m ・2 x  0.00617 

匁 / 尺 1，'  )2 x  0.!i 0  

園 f司 鋼

k g / m ( 迎ノ: 長mm) 2 x  0. 00785 

匁 / 尺 fI )2 x  0. 642 

ｾ＠ 飯 鈎

W: / mm=c付k g ( 板ノ; 犬サm x m) x  7. 85 

k配旦2 _ l  _ _( 箆厚 m型" 1 x  7.85 

5、鋼絞及縞鋼板の1i::最

厚 サ 一 平 方 尺 = 付 k g M 板 1 枚 = 付 キ k R l  
工目立1 鏑 板 縞 ノ ミ (.骨ト〉 3  x  6尺 4 x  8尺 5 x  10) ミ

3.2  2. 334 0. 393 2.727 4!l .1 8!i .l  131 

4.5 3. 282 0. 396 3. 678 66. 2 118 181 

6  4. 376 0. 449 4.825 86.!l 154 231 

B  5. 834 0. 449 6. 283 111: 201 3:;2 

9  6. 564 0.451 7. 015 126 224 348 

12 8. 752 0.453 !l . 205 166 295 458 

16 Ｑｬ ＮＶＶｾ＠ 0.453 12. 122 218 388 604 

1!l 13.857 0.453 14. 310 258 458 713 

- 2 5 -
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6、 型 鏑

J E S  日 本 標 準 規 格 第 2 6 号

標 準 形 鏑

等 謹 山 形 鋼

寸 法 1 0 m 

断 荷 積 重 量

A  x  B  t  I 1 
r 勾 π1 m

2  
k g/m 

20 x  20 3  4  ・。. 112. 7 0. 885 

25 x  25 3  4  2  142. 7 1.12  

25 x  25 5  4  3  
224. 6 1. 76 

30 x  30 3  4  2  172.7  1. 36 

30 x  30 5  4  3  274. 6 2. 16 

35 x  35 3  4. 5 2  2日日.6 1. 1¥0  

35 x  35 5  4.5 3  325. 5 2.56 

40 x  40 3  4. 5 2  233. 6 1. 83 

40 x  40 5  4. 5 3  375. う 2. 95 

45 x  45 4  6.5 3  349. 2 2. 74 

45 x  45 6  6. 5 4.5  504. 4 3.U日

45 x  45 B  6.5 4. !J 656. 4 
5.1!J 

50 x  50 4  6.5 3  389. 2 3. 06 

50 x  50 6  6. 5 4. 5 564. 4 4.43 

50 x  50 8  6. 5 4.5 736. 4 5. 78 

60 x  60 5  6.5 3  580. 2 4.55 

60 x  60  7  6.5 4.5 7:31.4 6. 21 

60 x  60 9  6.5 4. 5 999.4 7. 85 

65 x  6!i 白 8.5 4  752. 7 5. 91 

日!i x  65 8  8.5 6  976.1 7. 66 

6!i x  65 10 8. !i 6  1200 9.42  

70 x  70 自 8. 5 4  1112.7 日.38

70 x  70 8  8. !i 6  1056 8. .29  

70 x  70 1Cl 8. !i 6  1300 10. 2 

75 x  7!i 6  8.5 4  872. 7 6. 85 

7!i x  75 9  8. 5 6  1269  9. 96 

75 x  713 12 8.5 G  1656  13. 0 

大正十四年三月二十七日決定 i 工 業 品 規 格 統 一 調 笹 倉 l 昭和五年十二月一日改訂

- 2 6 -

46 



建 築 文 献 目 録

林 野 全 孝

A 構 造

1. r建築階建一般」十代間三郎、蛭図捻太郎共事ま 産

業問主書剖 ￥ 700 構造と計算c 関連された便利な

書物

2. r骨粗構造力感」鷹印毘稲卒著書量賢盆潤 ￥ 280 

3.  r建築物の日照。阻計算に闘する極射影のE雇用」小

島武男、建築等研究 151. 152競

4. r吹技のある矩形ラーメン C 価上計算」ー水平力。

場合一鬼武信夫、建築感研究 152鋭ラーメンの闘よ

計算法には棚橋博土 C 方法と関原氏。方法があるが

との解法を一部に吹技を持つラーメン K 適用して計

算例を示す。

5. r木造家患の耐震化」筏尾畿買、建設工皐 2 ｾき Ｑ Ａｬｴ

B 計 量

1.  r建築と風災」久田俊彦草野、建設省建築研究所光護

長士刊 ￥ 130 

2. r建築計青島の研究J 第一輯積光照明、渡辺要綱宮士

出版帝fj ￥ 200 

3. r育図五十八建築作品集」第一軒、目黒塗唐 T1J

￥ 1400 

4.  r建築と色彩」伊藤克三、建築患研究 151 銃色彩が

建築に2えlます、訟袋、技術、材料。関係及び色彩感

について。

C 建 築 史

1. r利休の茶室」沼口拾己著、是波書底羽j ￥ 350 

俗{ 撃を取り去った利休そ の茶室茶庭が、我が建史上

に於て動的に把獲されナるどい考察をされている。

2. r 日本住宅。封建性」相模書房羽j ￥ 110 滋ロミ

ホ 著 我 が 阿 げ な 〈 住 ん で い る 家o Pl an は、ど C

E去に湊還したものかを居士舎史的に堀 P下げると、 tR

5 1 i l . い封建性のあとがはっきりと残っている C を知る

との封建性イデオロギ ーが真に人間的な機能建築へ

ｉｄｾ 炭をどれ程さまたげたか建築史は正にｩＺＱｄ事担動

から再考さるべ主 t::o 緩み易く内容の深い立証置な書

物である。

3. rあかり隊子」藤島亥治郎著、相撲嘗里子刊 ￥ J 80  

建築の fif 史、軒、1菌、随筆集、若L 、建築家1 " 1 : は博土C

円熟した概念的な行きずま P を感ぜざるを得ない

4  r玉、虫厨子は何J ! で作られたか」村田治郎偽敏美

術 2 鋭、毎日新閉経刊。

5. r法隆寺昭和修理K よって見出された新事賞」浅野

・済、偽敏美術第 3 銃

6.  r法隆寺多段後原考」浅野語号、俳敏美術第 4 鋭

7. r法隆守尺皮肉mJ 村田治郎、偽敏美術第 4鋭

8. r演隆寺務堂について」肉弁芳彦、史主径と美術誌

132.  133! 皮 との講堂がもとは金堂であったとナる

1!!t 

3. r鍛州美重量郡東光寺」武蔵稼

10. r来光寺本金及び多賀塔」際! 点差主一以上 2 編 、史

主症と美術誌 J 93 鏡、新費税本堂、多賀塔、( 室町 '/ )

の紹介。

11.  r薬師寺の古地について」同村吉永 、史謎と美術雷、

194 統 一 坊 四 分 之C 解線、平安時代十ニ町之の機

大に関する考察、

12. r京都l般常イ主守t J 、考J i守木次彦、史遺と美術 134 盟主

J3. r洛東51仁寺c 境域」回中重量一、史主在と美術 135 盟主

14. r法隆寺事件と建築c 諸問題」河合正一、新建築 5

月盟理浅野清氏。法隆寺 t"C於 け るめ積。大きい一端を

知り氏の退職は惜みて余りある。

D 生 産

1. r建築施工及見積」現代建築会省、堀然剣道: 共立

出 版 刊 ￥ 280 

2. r建築工業と済角制度J 建 築 金 書 、 横 井 良 維 著 光

話事匠上干U 2f 180 

3. r建築に於ける傾斜生産」上野洋、建築夢野党 151.

152 銃 似斜生 i!li:1D根本は石炭@ 宅産であるとし 、

炭鉱f努働者の良き住宅、建設 I Dr・; 様性を迷ぷ。

E  i NA UMJ 第 1 競

新建築家集図より遊行された主主歩的な雑! t 、従来霊連行

された多 くの雑誌に見 られない健康な新しさを見出す

しかし最も立ちお〈れた分野を開拓する今後c 為すべ

き鈷は投8 = て多¥，' ，
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舎 務

主 記 曾 三 日 二 時 於 分 室 尾 崎 主 記 外 四 名

定款改正築、建材審査委員舎規程祭検討、合員後衡: J t

他を綾討した

常 任 理 事 曾 四日 二時於分室 東畑遺書抑ト主 ｾ￫ 曾

同絞事項其他を検討した

住 宅 委 員 曾 四 日 二 時 於 朝 日 放 問 要 員 外 三 名 前

図に事 ｉｾ 貸さ協議したが火回から題材を定めて集る事を

申合せた

建 材 審 査 委 員 曾 七 日 二 時 於 靭 f . I 慌温餐員長外1(1

名 規程災者手議及次回審査着手のめ・ｾ申合せた

二十日二時か ら於総日再開 大信瓦@ 審査舎を聞いた

理 事 曾 八 日 於 朝 日 竹 腰 舎長以下 6名 定 歎

改正案検討、建材審査委員曾曾規程祭一部修正承5忍後

主 ｴｾ 行方を問委員舎に一任ナる事を決議した、合員詮

衡其イ也君者報告を了した

綜 合 と 電 気 部 曾 十一日於清交荒土B償 問 部 員2 0

余名出膨大和常務理事関舎挨拶、出席者紹介後両部員

よ E 交互に意見。開陳あり終って爾者$ 絞をした

建 築 技 術 者 委 員 曾 十一日二時於獄図 若稲妻員

タト四合連合協議舎に上京出席した草左中安ｾよ ｐ 怒沼報

告後今後。事につき協議した

都 市 不 燃 化 委 員 曾 十入日於羽目 井上連合・曾長

波選幹事長以下 10名出席 耐火建築E23成法架線につき

政;J 停に陳情する方針。下に小委員舎を被け4合計する事

としたが越えて二十四日朝日にて小委員舎を倒吉岡主要

綱補幼規則につき第一回審議をした

サ ロ ン シ ス コ 克 壇 曾 サ 五 日 二 時 出 席 約 110 名

大阪命館<' i I i ' 1員合主催。 下に最近心腎橋筋にレピユーし

た民土交喫茶サロン見準曾を日開催した、近来稀に見る量産

望書版とて忽ち級定人員を突破し非常な盛舎であった、

官吉田段明其他御袋内のｾを煩した設計者函員長中村民氏

施工安部建設株式含位、照明近畿電気株式命置土各位並

! I ( 本見事に滋初か b格別 c 便宜と種々サーピスして頂

いた l司底支配人、近畿電気南支j苫長以下係@ 方々に対

し紙上を通 じて厚〈御樺申上げる次第である

兵 庫 支 部 幹 事 曾 廿四百二時からエ業包合で開催

| 筒本文部長以下、 9 名、本部大和常務理事よ P 合遣を改

正 の 件、都脅舎 ｲ 泊 ｻ訟の件、見事合開催並集金等 ｲＮ ｩ ｽｦｾ 事に

つ室内容をEZ- 寂 した後種々協議した

建 築 代 理 業 者 受 験 講 習 曾 本合と普及官? と共催

した首長耳は十月三日から六日間市内元中大江校で掬催

500 余名申込があ P 盛曾裡に終了した、本舎は八日最

終自撃に際し尾崎常任主記が列席問命。言・葉を迷べた
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建築と枇曾圏案募集

昭 和25年 度 を 迎 う る に 醤 り 本 誌 の 尚 一 居 の 躍 進

と ぎ ん し ん を 期 す る f言、蕊fと 買 〈 合 員 各 位 よ り 来

年 度 の 表 紙 圃 案 そ 下 記 要 項 に 依 り 募 集 致 し ま す か

ら奮って ｦＡｌ ｾ 寡せられんことそ希望します。

1、 提 出 期 限 昭 和24年 12月 15 日

1、 設 表 本 誌 第31集( 昭和25年〉第1蹴

1 、 提 出 園 案 四六倍判( B5列〉用紙自由

1 、 要 求 事 項 現 在 の 表 紙下 の 通 り 英 文 を 挿 入

の 事 。 色 町 黒 共 二 色

際ｾ悶築防すべ て匿名記読を附記し別に住所

職 業 、 氏 名 明 記 の 紙 を 添 付 の 事

但 、 図 案 に 謝 し て は 若 干 本 委 員 舎 に て 訂 正 を

加うる事あり。

1、 賞 金 一 等 ー 名 金重妻子園也

佳 作 五 名 各 五 百 園 也

1、 審 査 委 員 日 本建 努 協 曾 編 集 委 員

1、 提 出 場 所 駐 園 法 人 日 本 建 築 協 合 編 集 部 宛

大 限市北直中之島3了目 朝日ピル内

尚 詳 細 は 本 合 編 集 部 へ 御 間 合 ぜ そ 乞 う 。

駐 閣 法 人 日 本建 築 協 舎 編 集 委 員 曾

一一ー一一一 我が調。闘勢: j j 展。一都吟たるべき観光

後 記

ー 一 一 一 一 問題は、此c 皮のショウープ博土 cv?柱靭

により fjf く蹴内! I ( 喧ましく去はれるようになって来た。

本誌も比の世論と貌光シ F ズンに賞 P 、各権威者より

玉稿を＿号、貌光と建築を通じての会考なる事ｾ料を掲歳出

来た事; はま ζ と( t t 喜ばしく思τシている次第であ P ます。

f品T、措置光銑昔1函以前に和歌山支部の告書員各イ立に原稿を

御願しておりましたと ζ ろ、重まに上官 ｛Ａ｣ｶ 計画にな ｐ しｾ

支部原稿も本舎の趣旨に沿う絞紋鐙を願ぃ、多彩な自己型肝

を得ました事を総上を通じて和歌山支部委員各位に厚く

御 砲 申 上 げ る 次 第 で す 。 ( 編 集 子 )

建 築 と 紅 舎

第 3 0 輯 第 1 1 醗

ｾ僚 Ｑ 都 ＶＰ 円 Ｈ送料 共〉

昭和24年 10月25日印刷@ 昭和24年 11月1日吉逆行

編集澄行人 戸 川 弘

議 行 所 紋 日 本 建 築 協 曾

大阪市北区中ノ鳥3 ノ3郭日ピル

電話{ 土佐堀 @ ! ? ? @3 ω1番

l北 演 @1334 _  

援 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 排

大 阪 市 東 m ; 北 新 町 二 丁 目

印 刷 者 中 川 真 佐 官

大 阪 市 東 区 北 新 町 二 丁 目

印 刷 所 ア ボ ロ 印 制 所



曾 告

舎費と入舎金が改正されました ( 十月一日かは施〉

十月現のトップに詳細食告いたしましたi l l I T二披E 合員食費. ; a 除く他の舎費と入合金が下記の如〈

改正されました。

現下の世金紋勢から本舎の運営が大嬰苦難に陥って. t s - ! J * - すので合員各{ 立に於かれ* - しては何卒深

き御理解とー暦の御協力. ; a お願いい? とします。

主E 合 員 月額 80図 入合金100園

改定食費 地 方 合 員 月額 66園
8  

準 倉 員 月額 50園 (.( 50園

お 願
し、

集金郵便が社施中で集金に非常渇: 困難. ; a 感じております。誠にお手数Zをかけますがなるべ〈振替口座

( 大混399i 5番御利，弔の時は梯込料金本会負婚とす〉御利用適宜分割御沸込みを懇願い? とします.

… …  

賓際すぐ役立つ鋼構造の講習舎開催

〈主として工場建築の責例による計算〉

今般本合内教育委員合主催の下に初心者が賓際計算に際して困る問題の解決法走短時間て要領走得る

様下記により講習舎を開催します。本取材科目は他に余り催されてな炉内容で蕗者の参考. ; a 期じてい

ますＮ合員外の方そも御誘合せ多数申込み下さい。但合場に制限あり満員の時は先着締切 �ｾ すＮ

1 、日 時 十一月十八日( 金〉午後一時~四時宇

1 、合 場 大医建設合館二階市内東区天神橋北詰

曾費￥ 200，00 前 納 ア キ ス ト 代 共

1 、講習科目及講師

〈イ〉 部材jj の算定に就いて 〈塑性費形理論の概要、外カの選び方、架博の解法貨例)

株式合祉竹中工務庖構造設計主任技師 小 泉 昇 氏

( ロ〉断面決定〈断荷の特徴所要資材の分択、決定の方針質例〉

株式合祉大限建築事務所専務取締役 工事士 高 橋 陵 夫 氏

。、〕 細部の計算〈細部計算の要領質例〉

日本建設産業株式合紅横道設計主任 技 師 工 率 土 小 西 岬 氏

本講習合は京都、神戸支部に於て も後 日開催強定日時合場は決定女第御通知いたします

以主、 i阜而第二回は主としてピル建築に就いて開催多る激定，



建材審査委員含設置の件 〈需めに際じて一般資材の審査を始めました〉

建材の審査については本合移年懸案中のもので; b Tましたが、今般之を賓施する事 ξ し下記規程に

義き新設の建材審査委員舎が管行に着手する事 となりました。復興途上に於ける建材並斯界の向上護

遠のため大方の御支援' i ' 賜りたいと存じます。

f訂優良品に針しては希望により本合に於て優良詮明書を蛮します。闘係各位は撲〈御宣停の上受容

申込の斡旋につとめられ、本目的達成に協力されん事を御願し ます。

〈規程、申込書御入用の時は本合事務局へ御知らぜ乞う。〉

建 材 審 査 委 員 曾 規 程

1、本委員合同ー一般建築資材の調査、研究、試験等そ主主し審査の結果良否を認定し以て期界の向上護

逮を岡ることそ目的とする

丸木審査をと受けようとする者は一件毎に所定の申込書に別に定める審盗舎費そ添へ現品業他本舎が

指定する資料そ提出する

3、審査の方法は依頼者より説明を聴取し調査、研究叉は必要に成じた試験分析等をする

4、本委員舎の意見材全委員3分の2以土を以て決する

5、容査の結果、優良品に封しては一件毎に別に定める調査費用を伊豆け優良詮朝書を設行する。其

他のものに劃してぽ意見君主附けて申込書に通知する

6、優良詩明' i ' 登1 ' J した場合は建築と枇曾に掲載する外諸官瞬、設計関係者に周知につとめ命通営の

方法で宜イ噂する

7、優良零明に封する責伍は審査委員舎に提出された現品に就いて負号ものである

8，優良詮明付強行自よ P一ヶ年有効とする

Ｙ 、本鷲明書ＧｩＧ不京に利用された賓 ｊｴｊ ｴ 判明ＱＮＮＭ Ｗ と時 ｬ 才直に取惜の通 ､ 知［ｾ聾すると共に一般に公表する

10，既納の舎費其他は如何なる場合でも返戻しない

H 、本規程の改廃同理事舎で定める

]2、本規程r . l 昭和24年10月1 日よ P管施する

以 上

地震と其針策に就いて無料出張講演開始

本舎は建築lτ 関連' i ' 有する者の立場から震害致防については特に関心ぞ深< 'G，、機舎ある毎に之が

針策等絶叫しています。然し地震はめったに超らない、漁防が困難、借家だ、 と云う様t.r. 気持からか

江湖の心構が平素の備をするに至つてな，い事は 、万ーに際し誠に寒心に耐 えないものがる ります. そ

とで此度本合特設の地震封策委員合ＧｩＧ動員して、之が針策のー端を噴く大衆ｾ Ｎ周知するため需めに感

じ各商方に無料出張講演' i ' 催す事といたしました。

就いては各位に於かれでも以上の趣旨に御賛同賜り 、本目的達成のため何分の御協力を御願いしま

す。善要佼 P ・T ・A 、各種の曾，各職場等に御宜停の上、人員の多少そ不問、講演合、座談合等開催さ

れ る 様 ゆ 旋 方 お 願 い 致 し ま す 。 ( 御 用 の 方 は 舎 館 事 務 室 へ 御 連 絡の事り

昭和二十毘年十月十五日

枇 図 法 人 日 本 建 築 協 曾

事 務 所 北 直 朝 日 t ) レ電北涜1334番

分 室 東 区 天 紳 橋 詰 建 設 合 笛 電 東 861番
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